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は
じ
め
に
0
南
北
朝
期
東
国
に
お
け
る
棟
別
銭
賦
課
と
東
国
本
所
領
荘
園
②
室
町
幕
府
に
お
け
る
荘
園
政
策
立
法
と
諸
国
本
所
領
の
再
編
成
原
理
むす
び
に
［論文
要
旨
］
　
こ
れ
ま
で
室
町
期
荘
園
制
は
荘
園
制
解
体
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
南
北
朝
　
　
　
　
う
荘
園
所
領
の
二
大
区
分
法
が
登
場
し
て
い
た
。
し
か
も
、
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
の
推
移
を
検
討
期
か
ら
応
安
年
間
に
か
け
て
中
世
国
家
を
代
表
す
る
幕
府
と
天
皇
権
力
が
荘
園
制
を
再
編
成
し
よ
う
　
　
　
　
す
る
と
、
延
文
二
年
令
以
後
本
所
領
内
部
に
知
行
地
を
も
っ
て
い
る
武
家
被
官
の
知
行
を
公
認
す
る
と
す
る
政
策
を
推
進
し
、
在
地
か
ら
の
下
地
中
分
の
動
向
と
リ
ン
ク
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
再
版
荘
園
　
　
　
と
と
も
に
、
下
地
の
半
分
を
武
家
と
本
所
で
折
半
す
る
法
が
強
制
執
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
寺
制
が
生
ま
れ
応
永
年
間
を
中
心
に
安
定
性
を
も
っ
て
社
会
的
に
機
能
し
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
　
　
　
　
　
社
一
円
之
地
」
と
「
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
」
と
い
う
新
し
い
所
領
区
分
が
登
場
し
そ
こ
で
は
全
面
的
　第
一
に
東
国
の
南
北
朝
期
に
お
い
て
天
皇
の
輪
旨
に
よ
っ
て
棟
別
銭
賦
課
が
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
　
　
　
　
に
保
護
政
策
が
と
ら
れ
、
武
家
被
官
と
荘
園
領
主
層
の
両
者
の
利
益
が
両
立
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
将軍
家
と
関
東
管
領
・
守
護
が
施
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強
制
徴
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
中
で
　
　
　
た
。
応
安
の
大
法
で
は
じ
め
て
諸
国
本
所
領
と
い
う
所
領
区
分
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
寺
社
本
所
領
と
地
頭
堀
内
は
免
除
さ
れ
る
と
い
う
抵
抗
の
論
理
が
生
き
て
い
た
。
し
か
も
同
じ
時
期
　
　
　
　
に
「
東
国
本
所
領
」
と
な
ら
ん
で
「
西
国
寺
社
本
所
領
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
に
東
国
本
所
領
と
い
う
所
領
区
分
が
存
在
し
、
そ
こ
で
の
年
貢
納
入
沙
汰
に
つ
い
て
は
武
家
沙
汰
と
　
　
　
　
た
。
し
て
幕
府
権
力
に
よ
っ
て
強
制
的
な
保
護
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
結
果
、
院
政
期
に
荘
園
制
が
成
立
し
室
町
期
に
衰
退
・
解
体
す
る
の
で
は
な
く
、
室
町
幕
府
　第
二
に
、
こ
う
し
た
地
域
編
成
区
分
が
ど
の
よ
う
に
登
場
し
て
き
た
か
を
検
討
す
る
と
、
室
町
幕
　
　
　
　
の
荘
園
政
策
立
法
に
よ
っ
て
荘
園
制
の
枠
組
み
も
再
編
成
さ
れ
て
新
し
い
所
領
区
分
法
が
生
み
出
さ
府
に
よ
る
建
武
四
年
か
ら
応
安
元
年
に
い
た
る
荘
園
政
策
立
法
に
よ
っ
て
、
武
家
領
・
本
所
領
と
い
　
　
　
れ
社
会
的
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
1
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は
じ
め
に
　
こ
れ
ま
で
室
町
期
の
荘
園
制
論
は
荘
園
制
解
体
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
一
九
六
七
年
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
7
中
世
3
』
（
岩
波
書
店
）
に
宮
川
満
「
荘
園
制
の
解
体
」
が
公
表
さ
れ
た
の
を
最
後
に
こ
の
研
究
テ
ー
マ
は
講
座
も
の
か
ら
消
滅
し
、
二
〇
〇
〇
年
『
講
座
日
本
荘
園
史
4
　
荘
園
の
解
体
』
（
吉
川
弘
文
館
）
の
刊
行
で
復
活
し
た
。
こ
の
間
の
研
究
動
向
を
み
て
も
、
荘
園
制
解
体
過
程
の
学
説
は
六
〇
年
代
に
固
ま
り
今
日
ま
で
そ
の
大
枠
は
変
動
が
な
い
。
最
も
有
力
な
学
説
と
さ
れ
る
永
原
慶
二
の
見
解
は
、
南
北
朝
期
を
荘
園
制
解
体
の
始
点
と
す
る
も
の
で
、
①
蒙
古
襲
来
を
契
機
に
幕
府
が
介
入
し
な
か
っ
た
本
所
一
円
地
へ
も
浸
透
を
進
め
、
荘
園
公
領
の
現
地
支
配
権
は
在
地
領
主
層
の
手
に
移
っ
た
。
②
南
北
朝
内
乱
期
に
は
悪
党
に
よ
る
変
革
的
活
動
、
惣
百
姓
に
よ
る
惣
と
い
う
結
合
組
織
の
強
化
、
武
家
領
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
荘
園
支
配
は
深
刻
な
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
③
解
体
期
に
は
荘
務
と
は
無
関
係
に
定
額
年
貢
の
徴
税
請
負
人
に
よ
る
請
負
代
官
制
が
発
達
し
、
守
護
段
銭
や
国
人
領
主
に
よ
る
年
貢
対
桿
に
よ
っ
て
、
守
護
大
名
と
国
人
領
主
は
荘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
園
解
体
の
推
進
主
体
に
な
っ
た
と
す
る
。
　
第
二
の
学
説
は
宮
川
満
に
代
表
さ
れ
る
見
解
で
、
応
仁
の
乱
前
後
に
解
体
し
た
と
す
る
。
①
鎌
倉
末
期
ま
で
は
荘
園
を
侵
略
す
る
在
地
領
主
の
力
が
、
国
家
権
力
よ
り
も
弱
か
っ
た
の
で
荘
園
制
を
存
続
さ
せ
た
。
②
鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
期
に
は
名
主
職
の
分
化
が
進
み
荘
園
制
基
盤
が
分
解
し
荘
園
制
的
収
取
単
位
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
た
。
③
室
町
幕
府
は
一
般
公
家
の
本
所
ー
領
家
型
の
諸
国
本
所
領
が
武
家
領
化
さ
れ
る
の
を
放
置
し
た
が
、
皇
室
・
摂
関
家
・
寺
社
領
の
本
所
ー
預
所
型
の
直
轄
荘
園
を
保
護
し
た
た
め
、
室
町
期
に
は
幕
府
・
守
護
体
制
に
保
証
さ
れ
て
後
者
の
荘
園
群
が
存
続
し
た
。
④
職
の
分
化
が
進
む
中
で
新
名
体
制
や
作
職
の
掌
握
に
つ
と
め
、
荘
園
領
主
に
親
近
な
実
力
者
や
僧
侶
に
よ
る
代
官
請
負
制
を
一
般
化
さ
せ
た
が
、
守
護
領
国
制
の
進
展
と
と
も
に
守
護
の
関
係
者
が
代
官
に
就
任
し
、
荘
園
領
主
は
荘
務
執
行
を
や
め
本
所
－
預
所
型
直
轄
荘
園
の
支
配
組
織
も
変
質
し
た
。
⑤
応
仁
の
乱
前
後
に
は
幕
府
守
護
体
制
が
動
揺
し
、
国
人
層
を
指
導
者
に
し
た
土
一
揆
は
荘
園
領
主
・
守
護
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）
力
に
強
く
対
抗
し
、
体
制
と
し
て
の
荘
園
制
は
解
体
し
た
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
こ
う
し
た
両
学
説
は
、
羽
下
徳
彦
・
田
沼
睦
ら
に
代
表
さ
れ
る
守
護
領
国
制
論
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　
新
田
英
治
・
須
磨
千
頴
・
安
西
欣
治
ら
に
代
表
さ
れ
る
代
官
請
負
制
論
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
稲
垣
泰
彦
・
安
田
次
郎
・
久
留
島
典
子
ら
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
よ
っ
て
職
の
分
解
論
・
新
名
体
制
論
は
根
本
的
に
批
判
さ
れ
た
が
、
い
ま
な
お
室
町
期
荘
園
制
を
解
体
期
と
評
価
す
る
見
解
は
不
動
の
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
研
究
が
活
発
化
し
て
い
る
中
世
後
期
の
公
家
社
会
研
究
に
お
い
て
、
菅
原
正
子
は
山
科
家
領
を
分
析
し
て
、
十
六
世
紀
ま
で
存
続
し
た
荘
園
は
十
五
世
紀
に
家
司
の
直
務
支
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
下
に
あ
っ
た
畿
内
近
国
に
限
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
島
田
次
郎
も
最
新
の
研
究
の
中
で
、
名
主
職
分
化
論
に
か
わ
っ
て
荘
園
制
収
取
を
排
除
し
た
地
主
的
土
地
所
有
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
進
展
を
主
張
し
十
五
世
紀
以
降
を
畿
内
荘
園
体
制
の
危
機
状
況
だ
と
す
る
。
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
宮
川
説
の
枠
内
に
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
室
町
期
荘
園
制
解
体
論
に
は
い
く
つ
か
の
未
解
明
な
論
点
や
、
新
し
い
研
究
動
向
の
成
果
を
無
視
し
て
い
る
点
が
多
い
。
第
一
は
、
名
主
職
の
分
化
論
や
地
主
的
土
地
所
有
が
荘
園
制
的
収
取
を
排
除
し
て
い
る
と
い
う
学
説
は
安
田
・
久
留
島
論
文
で
実
証
的
に
批
判
さ
れ
て
お
り
、
荘
園
制
解
体
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
は
な
ら
な
い
。
最
近
の
島
田
論
文
は
い
ま
な
お
地
主
制
の
進
展
が
荘
園
制
を
掘
り
崩
す
と
い
う
上
島
有
説
を
再
生
産
し
て
い
る
が
、
安
田
・
久
留
島
論
文
を
踏
ま
え
た
上
で
そ
の
延
長
線
上
に
室
町
期
荘
園
制
の
歴
史
像
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
諸
説
で
は
幕
府
・
守
護
権
力
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
荘
園
制
を
保
護
し
た
の
か
解
体
勢
力
な
の
か
の
評
価
が
区
々
で
、
統
一
し
た
歴
史
像
が
な
い
。
宮
川
・
黒
川
直
則
・
大
山
喬
平
ら
は
幕
府
守
護
体
制
こ
そ
が
荘
園
制
を
維
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
続
さ
せ
た
国
家
権
力
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
他
方
、
永
原
慶
二
・
峰
岸
純
夫
・
岸
田
裕
之
ら
は
地
域
的
偏
差
を
も
ち
な
が
ら
も
守
護
領
国
制
が
守
護
役
の
動
員
な
ど
を
通
じ
て
庄
民
の
意
識
を
個
別
荘
園
制
の
枠
を
こ
え
て
守
護
領
国
の
世
界
へ
と
拡
大
さ
18
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（
9
）
せ
た
の
で
あ
り
、
守
護
権
力
を
荘
園
解
体
の
推
進
主
体
と
す
る
。
幕
府
・
守
護
権
力
の
評
価
は
、
諸
説
に
よ
っ
て
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
、
室
町
期
の
幕
府
論
と
リ
ン
ク
し
た
荘
園
構
造
論
が
必
要
な
段
階
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
研
究
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
諸
国
本
所
領
を
保
護
政
策
の
外
に
お
き
半
済
令
に
よ
っ
て
武
家
領
化
し
た
と
い
う
点
で
は
諸
説
の
評
価
が
一
致
す
る
も
の
の
、
幕
府
に
よ
る
皇
室
領
・
摂
関
家
領
・
寺
社
領
保
護
政
策
の
評
価
は
両
説
に
よ
っ
て
異
質
な
評
価
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
根
本
的
な
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
　
第
三
に
、
永
原
説
・
宮
川
説
は
東
国
荘
園
論
が
欠
如
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
永
原
の
東
国
社
会
論
は
東
国
荘
園
制
の
枠
組
み
を
評
価
し
な
い
。
在
家
の
分
解
に
よ
っ
て
立
ち
上
が
る
農
民
闘
争
に
対
抗
す
る
た
め
惣
領
制
か
ら
離
れ
て
一
揆
的
結
合
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
国
人
層
と
惣
領
制
を
維
持
・
固
定
し
よ
う
と
す
る
鎌
倉
府
権
力
と
の
対
立
が
東
国
社
会
の
基
本
矛
盾
だ
と
す
る
。
峰
岸
や
網
野
善
彦
も
、
東
国
で
の
領
家
職
は
鎌
倉
期
か
ら
有
名
無
実
で
あ
っ
た
と
し
、
東
国
農
民
に
と
っ
て
荘
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）
制
が
極
桔
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
認
識
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
室
町
期
に
は
東
国
で
も
荘
園
制
下
に
あ
り
岩
松
氏
の
領
主
制
が
展
開
さ
れ
、
十
六
世
紀
前
半
に
は
領
主
権
の
及
ぶ
地
域
的
支
配
圏
が
「
領
」
と
し
て
編
成
さ
れ
荘
園
制
的
枠
組
み
に
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
学
説
に
お
い
て
も
、
室
町
期
の
東
国
荘
園
制
の
存
在
は
認
め
な
が
ら
、
そ
の
具
体
像
や
実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
あ
ら
た
め
て
東
国
の
農
民
に
と
っ
て
荘
園
制
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
室
町
期
の
東
国
に
お
い
て
も
荘
園
制
が
地
域
編
成
秩
序
と
し
て
機
能
し
て
い
た
歴
史
実
態
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
認
識
か
ら
、
室
町
期
の
荘
園
制
を
解
体
論
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
中
世
国
家
権
力
を
代
表
す
る
幕
府
に
よ
る
再
編
成
政
策
に
よ
っ
て
室
町
期
再
版
荘
園
制
が
生
ま
れ
一
定
の
安
定
性
を
も
っ
て
社
会
的
に
機
能
し
た
も
の
と
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
第
一
に
こ
れ
ま
で
武
家
領
に
侵
食
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
諸
国
本
所
領
の
実
態
を
再
検
討
し
、
「
東
国
本
所
領
」
荘
園
と
い
う
枠
組
み
が
室
町
幕
府
や
朝
廷
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
東
国
本
所
年
貢
は
「
武
家
御
沙
汰
」
と
し
て
幕
府
・
関
東
管
領
体
制
に
よ
っ
て
本
所
側
に
保
証
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
幕
府
ー
関
東
管
領
体
制
が
東
国
荘
園
制
を
保
証
し
て
お
り
、
鎌
倉
府
が
幕
府
の
下
部
機
関
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
東
国
国
家
論
へ
の
批
判
的
事
実
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
室
町
幕
府
の
権
力
論
と
東
国
荘
園
制
論
を
リ
ン
ク
し
た
も
の
に
再
構
成
し
た
い
。
　
第
二
に
、
東
国
本
所
領
を
武
家
沙
汰
に
よ
っ
て
保
護
す
る
国
家
的
保
証
体
制
は
、
建
武
四
年
か
ら
応
安
元
年
ま
で
の
時
期
に
室
町
幕
府
に
よ
る
荘
園
政
策
立
法
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
鎌
倉
末
期
に
荘
園
制
を
武
家
領
と
本
所
領
に
区
分
し
よ
う
と
す
る
政
策
動
向
と
、
室
町
幕
府
権
力
と
北
朝
方
の
公
家
政
権
に
よ
る
荘
園
制
再
編
政
策
の
独
自
性
を
あ
き
ら
か
に
し
、
応
安
年
間
か
ら
応
永
年
間
に
か
け
て
地
域
編
成
秩
序
と
し
て
一
定
の
安
定
期
に
入
っ
た
室
町
期
の
荘
園
制
を
「
再
版
荘
園
制
」
と
よ
ぶ
。
室
町
幕
府
と
北
朝
の
荘
園
政
策
論
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
北
朝
内
乱
期
に
幕
府
・
北
朝
側
が
勝
利
し
て
い
っ
た
社
会
経
済
的
な
理
由
と
背
景
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
そ
の
社
会
政
策
上
の
優
位
性
を
あ
わ
せ
て
探
り
出
し
た
い
。
●
南
北
朝
期
東
国
に
お
け
る
棟
別
銭
賦
課
と
東
国
本
所
領
荘
園
1
東
国
に
お
け
る
棟
別
銭
賦
課
と
寺
社
本
所
領
［円
覚
寺
造
営
要
脚
棟
別
銭
］
　
南
北
朝
期
の
東
国
荘
園
が
幕
府
や
朝
廷
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
る
史
料
と
し
て
、
円
覚
寺
文
書
に
一
連
の
興
味
深
い
史
料
群
が
存
在
す
る
。
鎌
倉
府
の
関
東
管
領
上
杉
能
憲
は
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
棟
別
銭
を
円
覚
寺
造
営
要
脚
に
あ
て
る
よ
う
に
上
野
・
安
房
・
下
野
・
上
総
な
ど
に
命
じ
て
い
る
。
そ
の
関
係
史
料
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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永
和
2
・
9
・
2
4
　
結
城
中
務
大
輔
入
道
　
安
房
国
棟
別
銭
十
文
　
（
『
神
奈
川
県
　
史
資
料
編
3
』
四
七
六
三
号
・
以
下
神
四
七
六
三
と
略
記
）
　
　
同
　
　
　
　
　
中
務
少
輔
入
道
　
　
　
上
総
国
　
同
　
　
　
　
神
四
七
六
四
　
　
同
　
　
　
　
　
　
刑
部
大
輔
入
道
　
　
　
上
野
国
　
同
　
　
　
　
神
四
七
六
五
　
　
同
小
山
下
野
守
下
野
国
同
神
四
七
六
六
　
円
覚
寺
の
造
営
料
と
し
て
棟
別
銭
が
徴
収
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
東
国
に
お
け
る
寺
社
造
営
に
つ
い
て
検
討
し
た
小
森
正
明
は
十
四
・
十
五
世
紀
に
室
町
幕
府
の
寺
社
保
護
政
策
を
受
け
継
い
だ
鎌
倉
府
が
造
営
料
所
・
段
銭
・
棟
別
銭
・
関
銭
・
帆
別
銭
・
有
徳
銭
・
勧
進
銭
等
の
徴
収
権
を
多
く
の
東
国
寺
社
に
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
与
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
賦
課
・
徴
収
形
態
は
未
解
明
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
上
野
国
棟
別
銭
の
文
書
を
み
よ
う
。
上
野
国
棟
別
銭
貨
拾
文
事
、
所
被
付
円
覚
寺
造
営
要
脚
也
、
早
相
副
守
護
使
於
大
勧
進
雑
掌
、
不
論
寺
社
本
所
領
、
不
除
地
頭
堀
内
、
平
均
可
被
致
其
沙
汰
、
且
寄
緯
於
左
右
、
不
可
被
致
狼
籍
之
状
、
依
仰
執
達
如
件
　
　
永
和
二
年
九
月
廿
四
日
　
　
沙
弥
（
花
押
）
　
　
刑
部
大
輔
入
道
殿
　
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
3
』
や
『
群
馬
県
史
　
資
料
編
6
』
（
以
下
、
群
と
略
記
）
な
ど
は
こ
の
文
書
に
「
関
東
管
領
上
杉
能
憲
奉
書
」
と
の
名
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
仰
」
の
主
体
は
あ
き
ら
か
に
鎌
倉
公
方
足
利
氏
満
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
公
方
が
棟
別
銭
徴
収
の
命
令
主
体
で
あ
る
。
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
円
覚
寺
黄
梅
院
修
造
の
た
め
常
陸
国
棟
別
銭
賦
課
を
命
じ
た
の
は
鎌
倉
公
方
足
利
基
氏
御
教
書
（
黄
梅
院
文
書
　
神
四
二
六
八
）
と
確
認
で
き
る
か
ら
ま
ち
が
い
な
い
。
本
史
料
に
よ
る
と
、
上
野
国
の
棟
別
銭
徴
収
手
続
き
は
円
覚
寺
造
営
大
勧
進
雑
掌
と
守
護
使
が
派
遣
さ
れ
て
国
内
の
「
寺
社
本
所
領
」
や
「
地
頭
堀
内
」
を
問
わ
ず
一
国
平
均
役
と
し
て
賦
課
す
べ
き
こ
と
を
上
野
守
護
に
命
じ
て
い
る
。
小
森
は
円
覚
寺
の
造
営
の
例
を
「
段
銭
」
と
し
数
か
国
単
位
に
賦
課
さ
れ
大
勧
進
雑
掌
が
守
護
使
と
と
も
に
徴
収
す
る
と
　
　
　
（
1
3
）
し
て
い
る
が
、
段
銭
に
そ
の
よ
う
な
例
は
み
ら
れ
ず
、
棟
別
銭
の
誤
読
で
あ
る
。
寺
社
の
大
勧
進
雑
掌
と
守
護
使
が
と
も
に
国
内
か
ら
棟
別
銭
を
徴
収
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。
［研
究
史
］
　
棟
別
銭
研
究
に
よ
る
と
、
網
野
善
彦
・
豊
島
修
ら
が
勧
進
聖
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
事
例
を
指
摘
し
、
応
永
年
間
の
東
寺
修
造
棟
別
銭
の
徴
収
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
榎
原
雅
治
は
寺
使
と
と
も
に
守
護
の
使
節
を
出
そ
う
と
し
た
事
例
も
あ
る
と
し
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
が
ら
、
実
際
に
は
山
伏
に
徴
収
が
請
負
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
近
年
、
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
黒
崎
敏
の
新
研
究
は
、
棟
別
銭
徴
収
権
を
守
護
権
に
も
と
め
る
藤
木
久
志
の
見
解
や
賦
課
主
体
を
幕
府
や
守
護
と
す
る
榎
原
以
下
の
通
説
を
批
判
し
、
棟
別
銭
は
「
寺
社
修
造
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
目
的
の
た
め
の
賦
課
で
あ
り
世
俗
権
力
が
自
己
の
た
め
に
徴
収
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
」
と
し
て
戦
国
大
名
下
に
お
い
て
も
臨
時
的
性
格
が
大
き
か
っ
た
と
す
る
。
黒
崎
は
賦
課
主
体
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
徴
収
手
続
き
は
修
造
す
る
寺
社
か
ら
人
員
を
派
遣
す
る
の
が
常
で
あ
り
山
伏
・
勧
進
聖
が
家
屋
ご
と
に
定
額
を
徴
収
し
た
、
勧
進
や
奉
加
と
ち
が
っ
て
棟
別
銭
の
場
合
に
は
半
強
制
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
つ
ま
り
、
諸
研
究
の
中
で
は
、
棟
別
銭
の
賦
課
主
体
に
つ
い
て
は
、
幕
府
守
護
と
す
る
藤
木
・
榎
原
説
と
、
幕
府
で
は
な
い
と
す
る
黒
崎
説
と
が
対
立
し
て
い
る
。
徴
収
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
家
格
に
よ
る
差
額
徴
収
は
戦
国
期
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で
当
初
は
家
屋
別
定
額
の
平
均
徴
収
で
あ
っ
た
と
す
る
黒
崎
説
と
、
室
町
期
か
ら
差
額
徴
収
で
あ
っ
た
と
す
る
榎
原
説
が
あ
る
。
系
譜
論
に
つ
い
て
は
在
地
役
の
銭
納
化
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ら
棟
別
銭
が
登
場
し
た
と
す
る
泉
谷
康
土
く
説
と
、
棟
別
銭
が
家
屋
そ
の
も
の
を
単
位
に
賦
課
さ
れ
る
か
ら
田
畠
を
含
む
在
家
と
は
異
な
る
と
す
る
黒
崎
説
と
が
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
［東
国
で
の
棟
別
銭
徴
収
シ
ス
テ
ム
］
　
こ
れ
ら
の
論
者
は
な
ぜ
か
東
国
に
お
け
る
棟
別
銭
徴
収
の
事
例
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
円
覚
寺
造
営
の
棟
別
銭
が
東
国
五
力
国
で
寺
社
の
大
勧
進
雑
掌
と
守
護
使
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
て
い
た
の
か
そ
の
実
態
に
つ
い
て
20
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み
よ
う
。
相
模
国
に
お
け
る
次
の
史
料
（
円
覚
寺
文
書
、
神
四
七
八
六
・
群
二
二
三
）
を
提
示
す
る
。
　
円
覚
寺
雑
掌
申
、
造
営
要
脚
相
模
国
棟
別
銭
異
儀
在
所
事
猷
散
た
如
注
進
状
者
、
或
号
寺
社
領
、
或
稻
地
頭
堀
内
、
支
申
云
々
、
甚
以
不
可
然
、
於
今
度
課
役
者
、
異
他
也
、
所
詮
、
為
国
中
平
均
之
上
者
、
重
相
副
使
者
於
大
勧
進
雑
掌
、
任
先
度
被
仰
下
之
旨
、
厳
密
可
被
致
其
沙
汰
、
使
節
不
可
有
緩
怠
之
状
、
依
仰
執
達
如
件
　
　
　
永
和
三
年
九
月
二
日
　
　
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
）
　
　
三
浦
介
殿
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
円
覚
寺
大
勧
進
雑
掌
が
相
模
国
で
棟
別
銭
徴
収
に
あ
た
る
と
寺
社
領
を
号
し
地
頭
堀
内
を
理
由
に
「
支
申
」
1
1
異
議
を
唱
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
大
勧
進
雑
掌
が
「
在
所
注
文
」
を
作
成
し
て
鎌
倉
府
に
提
訴
し
た
。
永
和
三
年
（
二
二
七
七
）
関
東
管
領
上
杉
憲
春
は
相
模
守
護
と
想
定
さ
れ
る
三
浦
介
に
大
勧
進
雑
掌
に
副
え
て
守
護
使
節
を
派
遣
し
て
厳
密
に
沙
汰
を
行
う
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
棟
別
銭
徴
収
実
務
は
あ
く
ま
で
寺
社
側
の
大
勧
進
所
が
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
在
所
が
そ
れ
に
異
議
を
な
し
た
と
き
に
守
護
使
節
が
副
え
ら
れ
て
強
制
徴
収
に
あ
た
る
。
こ
こ
か
ら
、
棟
別
銭
と
勧
進
銭
と
の
共
通
点
と
相
違
点
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
第
一
に
、
棟
別
銭
の
徴
収
に
際
し
て
寺
社
は
徴
収
実
務
機
関
と
し
て
大
勧
進
所
を
設
置
す
る
。
そ
の
下
に
多
く
の
勧
進
聖
や
山
伏
ら
が
動
員
さ
れ
た
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。
網
野
・
榎
原
ら
が
勧
進
聖
や
山
伏
の
請
負
徴
収
に
注
目
し
た
の
は
こ
の
側
面
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
二
に
、
大
勧
進
に
よ
る
棟
別
銭
徴
収
に
対
し
て
在
所
が
「
支
申
」
‖
異
議
を
申
し
立
て
て
勧
進
へ
の
協
力
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
大
勧
進
は
「
異
儀
在
所
注
文
」
を
作
成
し
関
東
管
領
に
提
出
す
る
。
関
東
管
領
は
守
護
に
命
じ
て
守
護
使
節
を
派
遣
し
大
勧
進
所
の
使
者
に
副
え
て
強
制
徴
収
に
従
事
す
る
。
黒
崎
が
棟
別
銭
は
勧
進
と
ち
が
っ
て
半
強
制
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
側
面
は
こ
の
部
分
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
こ
う
し
て
み
る
と
、
勧
進
銭
と
棟
別
銭
と
の
共
通
性
は
と
も
に
寺
社
の
大
勧
進
所
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
点
に
あ
り
、
差
異
性
は
前
者
が
拒
否
し
て
も
追
徴
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
後
者
は
守
護
使
節
に
よ
っ
て
再
度
強
制
徴
収
さ
れ
た
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
近
年
、
安
田
次
郎
や
東
島
誠
は
勧
進
銭
を
課
税
の
源
泉
と
す
る
見
解
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
を
提
起
し
て
い
る
。
し
か
し
、
勧
進
銭
は
任
意
性
が
わ
ず
か
と
は
い
え
存
在
す
る
が
、
棟
別
銭
は
国
家
権
力
に
よ
る
強
制
力
を
と
も
な
っ
た
徴
収
で
あ
り
、
こ
こ
に
勧
進
と
税
と
の
本
質
的
差
異
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
［棟
別
銭
拒
否
の
論
理
］
　
常
陸
国
の
事
例
を
み
よ
う
。
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
十
月
六
日
鎌
倉
公
方
御
教
書
（円
覚
寺
文
書
、
神
四
七
八
七
・
群
一
一
二
四
）
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
圓
覚
寺
雑
掌
祓
重
申
、
常
陸
国
吉
田
・
行
方
・
鹿
島
・
真
壁
・
南
郡
五
ヶ
郡
井
東
条
・
方
穂
二
ヶ
荘
及
小
栗
保
棟
別
銭
貨
拾
文
事
、
云
一
族
知
行
分
、
云
他
人
分
領
、
難
為
地
頭
堀
内
・
寺
社
本
所
領
、
加
催
促
、
可
致
平
均
之
沙
汰
、
若
有
及
異
儀
輩
者
、
為
処
罪
科
、
可
注
進
交
名
也
、
将
亦
寄
緯
於
左
右
、
不
可
被
致
狼
籍
之
状
、
依
仰
執
達
如
件
　
　
永
和
三
年
十
月
六
日
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
）
　
　
　
　
常
陸
大
橡
入
道
殿
　
こ
れ
は
、
関
東
管
領
上
杉
憲
春
が
鎌
倉
公
方
の
仰
を
奉
じ
て
常
陸
大
橡
氏
に
宛
て
た
も
の
で
、
円
覚
寺
造
営
棟
別
銭
を
平
均
沙
汰
に
徴
収
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
円
覚
寺
大
勧
進
雑
掌
が
使
者
を
派
遣
し
て
棟
別
銭
徴
収
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
、
常
陸
国
吉
田
・
行
方
・
鹿
島
・
真
壁
・
南
郡
五
ヶ
郡
と
東
条
・
方
穂
二
ヶ
荘
と
小
栗
保
の
八
箇
所
に
お
い
て
在
所
に
「
異
儀
」
が
出
た
。
そ
の
理
由
は
「
或
号
寺
社
領
、
或
称
地
頭
堀
内
、
支
申
云
々
」
と
い
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
第
一
は
、
棟
別
銭
が
家
屋
単
位
徴
収
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
ケ
郡
と
い
う
公
領
や
荘
園
・
保
と
い
う
所
領
区
分
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
異
議
が
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
黒
崎
の
い
う
よ
う
に
こ
の
時
期
に
棟
別
銭
が
家
屋
ご
と
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
そ
の
異
議
が
所
領
群
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
円
覚
寺
の
大
勧
進
使
者
は
所
領
群
ご
と
の
郡
収
納
使
や
荘
園
政
所
や
保
司
の
下
に
出
向
い
て
、
家
屋
数
分
の
棟
別
銭
を
ま
と
ま
っ
て
徴
収
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
榎
原
が
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「在
地
で
実
際
に
徴
収
す
る
と
き
は
差
額
を
設
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
提
起
し
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
文
字
通
り
、
一
軒
つ
つ
家
屋
ご
と
に
棟
別
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
本
家
・
新
屋
の
員
数
分
を
郡
・
荘
・
保
ご
と
に
ま
と
め
て
徴
収
す
る
体
制
に
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
家
屋
を
も
つ
百
姓
が
家
ご
と
に
棟
別
銭
を
支
払
う
単
位
の
主
体
に
な
る
ほ
ど
自
立
性
を
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
郡
・
荘
・
保
が
棟
別
銭
徴
収
を
と
り
ま
と
め
る
中
間
単
位
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
第
二
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
棟
別
銭
拒
否
の
理
由
と
し
て
「
或
は
寺
社
領
を
号
し
、
或
は
地
頭
堀
内
を
稻
う
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
関
東
管
領
は
「
云
一
族
知
行
分
、
云
他
人
分
領
、
錐
為
地
頭
堀
内
・
寺
社
本
所
領
、
加
催
促
、
可
致
平
均
之
沙
汰
」
と
命
じ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
在
地
で
は
一
族
知
行
分
や
他
人
分
領
な
ど
い
わ
ゆ
る
武
家
被
官
知
行
1
1
武
家
領
の
地
頭
堀
内
や
寺
社
本
所
領
に
は
棟
別
銭
は
賦
課
し
え
な
い
と
い
う
論
理
と
社
会
意
識
が
存
在
し
、
抵
抗
の
根
拠
に
な
り
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
常
陸
国
吉
田
・
行
方
・
鹿
島
・
真
壁
・
南
郡
五
ヶ
郡
と
東
条
・
方
穂
二
ヶ
荘
と
小
栗
保
の
八
箇
所
は
事
実
そ
う
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
国
衙
領
や
荘
園
・
保
は
自
分
ら
が
武
家
領
の
堀
内
や
寺
社
本
所
領
に
入
る
か
ら
棟
別
銭
は
拒
否
す
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
東
国
の
荘
官
層
は
、
自
分
達
が
武
家
領
や
寺
社
本
所
領
だ
と
自
己
認
識
す
る
判
断
基
準
を
も
っ
て
い
た
。
　
以
上
か
ら
、
円
覚
寺
造
営
要
脚
の
諸
国
棟
別
銭
が
、
上
野
・
下
野
・
安
房
・
上
総
・
相
模
や
常
陸
の
関
東
諸
国
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
国
ご
と
に
円
覚
寺
造
営
大
勧
進
所
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
地
頭
堀
内
・
寺
社
本
所
領
を
問
わ
ず
一
国
平
均
之
沙
汰
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
こ
と
、
大
勧
進
所
に
よ
る
徴
収
を
妨
げ
拒
否
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
在
所
注
文
や
交
名
注
進
状
が
大
勧
進
雑
掌
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
鎌
倉
府
に
提
出
さ
れ
守
護
使
節
を
副
え
て
強
制
催
促
さ
れ
た
こ
と
、
在
地
で
の
棟
別
銭
の
実
際
の
徴
収
で
は
家
屋
ご
と
に
徴
収
す
る
こ
と
は
ま
だ
行
っ
て
お
ら
ず
、
国
衙
領
・
荘
園
・
保
と
い
う
所
領
群
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
負
担
・
拒
否
す
る
動
き
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
、
在
地
の
荘
官
層
は
武
家
領
の
地
頭
堀
内
と
寺
社
本
所
領
に
は
棟
別
銭
が
賦
課
さ
れ
な
い
と
す
る
拒
否
の
論
理
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
が
確
認
で
き
る
。
［東
国
棟
別
銭
の
賦
課
主
体
］
　
で
は
、
残
さ
れ
た
賦
課
主
体
の
問
題
に
入
ろ
う
。
東
国
に
お
け
る
寺
社
棟
別
銭
の
賦
課
主
体
は
だ
れ
か
と
い
う
難
問
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
史
料
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
公
方
御
教
書
や
関
東
管
領
が
守
護
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
小
森
の
い
う
よ
う
に
鎌
倉
府
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
藤
木
・
榎
原
の
い
う
よ
う
に
幕
府
・
守
護
と
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
東
国
の
棟
別
銭
賦
課
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
円
覚
寺
文
書
の
ほ
か
に
三
宝
院
文
書
（
神
四
七
六
〇
・
群
一
一
一
三
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
み
よ
う
。
六
条
八
幡
宮
修
理
要
脚
、
所
被
付
相
模
・
武
蔵
・
上
総
・
上
野
・
越
後
五
箇
国
棟
別
也
、
可
令
存
知
給
之
由
天
気
所
候
也
、
伍
執
啓
如
件
　
　
　
永
和
二
年
四
月
廿
一
日
　
　
　
左
中
弁
（
花
押
）
　
　
　
謹
上
三
宝
院
僧
正
御
房
　
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
四
月
廿
一
日
後
円
融
天
皇
は
六
条
八
幡
宮
修
造
の
た
め
東
国
五
力
国
へ
の
棟
別
銭
賦
課
の
輪
旨
を
三
宝
院
に
宛
て
て
発
し
た
。
鎌
倉
幕
府
が
御
家
人
役
で
造
営
・
修
理
し
て
い
た
こ
と
で
著
名
な
六
条
八
幡
宮
は
、
室
町
時
代
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
は
醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
の
管
領
下
に
入
っ
て
い
た
。
後
円
融
天
皇
は
そ
の
三
宝
院
に
あ
て
て
六
条
八
幡
宮
修
理
要
脚
に
東
国
五
力
国
の
棟
別
銭
を
充
て
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
輪
旨
が
発
せ
ら
れ
た
永
和
二
年
は
す
で
に
東
国
の
上
野
・
下
野
・
安
房
・
上
総
・
相
模
や
常
陸
国
で
円
覚
寺
修
造
の
棟
別
銭
が
賦
課
さ
れ
徴
収
活
動
が
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
紛
旨
の
い
う
「
相
模
・
武
蔵
・
上
総
・
上
野
・
越
後
五
箇
国
」
の
う
ち
武
蔵
と
越
後
を
の
ぞ
く
三
力
国
が
重
複
す
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
東
国
諸
国
で
京
都
六
条
八
幡
宮
造
営
の
棟
別
銭
賦
課
を
示
す
関
係
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
輪
旨
が
ど
れ
ほ
ど
施
行
さ
れ
効
力
を
発
し
た
の
か
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
寺
社
修
造
の
棟
別
銭
賦
課
が
論
旨
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
棟
別
銭
の
賦
課
権
が
天
皇
の
下
に
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
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る
を
え
な
い
。
黒
崎
が
棟
別
銭
の
賦
課
主
体
と
し
て
幕
府
・
守
護
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
評
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
側
面
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
で
は
東
国
に
お
け
る
棟
別
銭
の
賦
課
主
体
が
天
皇
で
あ
り
論
旨
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
こ
の
三
宝
院
文
書
以
外
に
も
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
実
証
す
る
史
料
と
し
て
次
の
春
日
神
社
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）
を
示
そ
う
。
　
　
春
日
社
造
替
料
諸
国
棟
別
拾
文
事
、
所
被
下
　
縮
旨
也
、
越
後
国
分
、
可
致
厳
　
密
沙
汰
之
状
如
件
　
　
　
　
　
　
貞
治
四
年
二
月
五
日
　
　
　
（
花
押
）
（
義
詮
）
　
　
上
杉
民
部
大
輔
入
道
殿
　
将
軍
足
利
義
詮
御
判
御
教
書
で
あ
り
、
春
日
社
造
替
の
た
め
越
後
国
に
当
て
た
棟
別
銭
賦
課
が
論
旨
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
、
貞
治
四
年
（
二
二
六
五
）
将
軍
家
が
越
後
守
護
上
杉
憲
顕
に
施
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
き
ら
か
に
天
皇
－
将
軍
家
御
教
書
ー
諸
国
守
護
と
い
う
ル
ー
ト
が
棟
別
銭
賦
課
の
施
行
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
日
付
で
左
兵
衛
督
殿
（
足
利
基
氏
）
に
宛
て
た
将
軍
家
御
教
書
（
春
日
神
社
文
書
　
神
四
五
四
二
）
が
残
る
。
そ
こ
に
は
「
関
東
分
国
」
へ
の
沙
汰
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
越
後
の
み
な
ら
ず
関
東
で
も
徴
収
が
施
行
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
相
模
国
の
寺
社
造
営
棟
別
銭
賦
課
に
つ
い
て
、
相
州
文
書
に
つ
ぎ
の
幕
府
管
領
施
行
状
写
（
神
四
八
三
八
）
が
あ
る
。
　
　
日
向
山
造
営
要
脚
遠
江
国
棟
別
酪
壱
事
、
所
被
下
　
輪
旨
也
、
早
可
被
違
行
之
　
状
、
依
仰
執
達
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斯
波
義
将
）
　
　
康
暦
二
年
二
月
十
八
日
　
　
　
　
左
衛
門
佐
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
（
範
国
）
　
　
　
今
川
入
道
殿
　
こ
こ
で
も
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
相
模
国
日
向
薬
師
霊
山
寺
の
造
営
役
が
棟
別
銭
と
し
て
遠
江
国
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
賦
課
主
体
は
後
円
融
天
皇
で
あ
り
そ
の
縮
旨
を
受
け
て
将
軍
義
満
の
仰
を
う
け
た
管
領
斯
波
義
将
が
遠
江
国
守
護
今
川
範
国
に
施
行
を
命
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
以
上
か
ら
、
棟
別
銭
賦
課
主
体
は
天
皇
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
を
幕
府
と
す
る
榎
原
説
は
少
な
く
と
も
棟
別
銭
の
発
生
期
に
つ
い
て
は
撤
回
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
永
和
年
間
に
お
け
る
国
家
権
力
は
天
皇
と
幕
府
・
鎌
倉
府
・
関
東
管
領
・
守
護
の
連
合
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ら
が
東
国
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
東
国
寺
社
の
造
営
・
修
理
に
お
い
て
も
棟
別
銭
の
賦
課
権
が
天
皇
に
あ
り
、
幕
府
が
そ
の
施
行
命
令
を
出
し
そ
れ
を
遵
行
す
る
の
が
鎌
倉
府
や
守
護
の
義
務
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
東
国
国
家
論
へ
の
批
判
に
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
り
う
る
歴
史
事
象
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
［東
国
で
の
所
領
区
分
法
の
変
革
］
　
い
よ
い
よ
残
さ
れ
た
問
題
は
、
そ
う
し
た
棟
別
銭
が
免
除
さ
れ
る
の
だ
と
主
張
す
る
社
会
勢
力
の
存
在
で
あ
り
、
し
か
も
拒
否
の
主
張
は
東
国
に
お
け
る
「
寺
社
本
所
領
」
と
「
地
頭
堀
内
」
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
東
国
に
お
け
る
「
寺
社
本
所
領
」
と
は
ど
う
い
う
性
格
の
所
領
な
の
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
一
度
永
和
三
年
十
月
六
日
関
東
管
領
奉
書
（
神
四
七
八
七
・
群
］
一
二
四
）
に
も
ど
ろ
う
。
常
陸
国
で
は
、
「
常
陸
国
吉
田
・
行
方
・
鹿
島
・
真
壁
・
南
郡
五
ヶ
郡
井
東
条
・
方
穂
二
ヶ
荘
及
小
栗
保
」
が
国
中
平
均
之
沙
汰
を
拒
否
し
て
異
儀
を
申
し
立
て
た
。
こ
れ
ら
の
所
領
群
は
自
分
が
「
寺
社
本
所
領
」
「
地
頭
堀
内
」
に
所
属
す
る
か
ら
平
均
之
沙
汰
を
拒
否
で
き
る
の
だ
と
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。　
鎌
倉
期
の
所
領
区
分
法
で
い
え
ば
、
常
陸
国
吉
田
・
行
方
・
鹿
島
・
真
壁
・
南
郡
五
ヶ
郡
は
国
衙
領
で
あ
り
、
東
条
・
方
穂
二
ヶ
荘
は
荘
園
、
小
栗
保
は
諸
司
領
と
区
分
さ
れ
た
所
領
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
性
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
永
和
三
年
（
＝
二
七
七
）
当
時
に
東
国
で
は
、
荘
園
・
国
衙
領
の
区
別
よ
り
も
武
家
領
の
地
頭
堀
内
か
、
或
い
は
本
所
領
か
否
か
と
い
う
所
領
区
分
の
方
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
期
か
ら
永
和
年
間
ま
で
に
そ
う
し
た
所
領
編
成
原
理
が
変
動
し
、
東
国
荘
園
制
の
体
制
的
変
革
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
　
こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
常
陸
国
東
条
荘
が
鎌
倉
末
期
に
再
編
成
さ
れ
て
新
23
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登
場
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
弘
安
二
年
作
田
惣
勘
文
で
は
東
条
荘
と
い
う
荘
号
は
記
載
が
な
く
、
「
信
太
東
」
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
、
網
野
は
信
太
荘
東
条
が
鎌
倉
末
期
に
東
条
荘
に
な
っ
た
と
す
る
。
「
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
」
弘
安
十
年
十
二
月
日
善
海
上
納
状
に
「
常
陸
国
東
条
荘
上
条
」
と
あ
る
か
ら
、
弘
安
年
間
に
こ
の
地
域
の
荘
園
区
分
が
再
編
成
さ
れ
て
熊
野
社
領
東
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
荘
が
成
立
し
た
こ
と
は
事
実
と
い
え
よ
う
。
方
穂
荘
も
弘
安
惣
勘
文
や
嘉
元
大
田
文
案
で
は
「
南
条
方
穂
荘
」
と
し
て
み
え
、
南
条
荘
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
正
中
二
年
十
一
月
二
十
五
日
の
三
千
院
文
書
に
は
じ
め
て
「
常
陸
国
方
穂
荘
号
東
盛
寺
」
と
し
て
み
え
近
江
日
吉
社
領
に
な
っ
た
。
小
栗
保
は
、
吾
妻
鏡
治
承
四
年
十
一
月
八
日
条
に
「
小
栗
御
厨
内
」
と
み
え
、
建
久
三
年
伊
勢
神
宮
神
領
注
文
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
九
条
家
文
書
の
建
長
二
年
道
家
譲
状
に
一
条
実
経
の
所
領
と
し
て
小
栗
御
厨
が
み
え
、
弘
安
・
嘉
元
の
大
田
文
に
は
「
伊
勢
御
厨
小
栗
保
」
と
し
て
み
　
（
2
2
）
え
る
。
小
栗
保
で
あ
る
と
と
も
に
伊
勢
神
宮
領
小
栗
御
厨
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
常
陸
国
信
太
・
南
条
一
帯
で
は
鎌
倉
末
期
、
弘
安
年
間
ご
ろ
に
荘
園
・
公
領
の
地
域
区
分
を
再
編
成
す
る
動
き
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
新
し
い
荘
園
制
的
地
域
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
寺
社
本
所
領
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
　
他
方
、
五
ヶ
郡
は
い
ず
れ
も
国
衙
領
で
あ
り
、
当
時
は
知
行
国
主
の
下
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
常
陸
の
知
行
国
主
は
鎌
倉
期
に
は
、
常
陸
大
橡
平
経
袴
申
状
（
金
沢
文
庫
文
書
五
二
五
一
）
に
「
常
陸
介
知
重
令
言
上
国
司
訓
獄
納
御
方
」
と
あ
り
、
常
陸
介
八
田
知
重
が
知
行
国
主
の
帥
大
納
言
二
条
定
輔
と
の
関
係
を
利
用
し
て
本
拠
地
佐
谷
郷
の
給
主
職
を
掠
め
と
っ
た
と
い
う
。
暦
応
四
年
十
二
月
八
日
に
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
常
陸
国
は
東
寺
の
造
営
料
国
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
常
陸
五
か
郡
は
東
寺
造
営
料
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東
寺
領
と
な
り
寺
社
本
所
領
に
入
る
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。
　
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
五
ヶ
郡
や
東
条
荘
・
方
穂
荘
・
小
栗
保
を
含
む
常
陸
国
の
広
い
範
囲
で
鎌
倉
末
期
か
ら
所
領
区
分
や
本
家
領
家
が
変
化
し
荘
園
制
の
地
域
編
成
秩
序
が
変
動
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
、
荘
園
制
の
地
域
秩
序
を
根
本
的
に
再
編
成
す
る
改
変
が
鎌
倉
末
～
南
北
朝
期
の
東
国
社
会
に
も
現
実
に
起
こ
っ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
こ
の
仮
説
に
も
と
つ
い
て
東
国
に
お
け
る
寺
社
本
所
領
の
内
実
に
つ
い
て
節
を
か
え
て
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。
2
東
国
本
所
領
荘
園
と
武
家
沙
汰
に
つ
い
て
　
前
節
に
よ
っ
て
、
弘
安
～
永
和
年
間
ご
ろ
に
東
国
荘
園
で
は
そ
れ
ま
で
の
荘
園
・
公
領
と
い
う
地
域
区
分
が
変
化
し
、
永
和
年
間
こ
ろ
に
は
寺
社
本
所
領
と
武
家
領
と
い
う
所
領
編
成
区
分
に
変
動
し
た
こ
と
を
み
た
。
［東
国
本
所
領
の
存
在
］
　
本
節
で
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
論
証
す
る
史
料
と
し
て
、
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
が
東
国
に
存
在
し
て
い
た
事
実
を
示
そ
う
。
九
条
家
文
書
の
つ
ぎ
の
年
　
　
（
2
4
）
貢
請
文
を
み
よ
う
。
　
「
甲
斐
国
志
摩
荘
山
縣
文
雅
丸
請
文
」
　
　
請
申
　
一
音
院
領
甲
斐
国
志
摩
荘
御
年
貢
事
　
　
　
合
参
拾
貫
文
者
京
進
定
　
右
当
荘
領
家
職
所
務
事
、
為
御
代
官
宛
賜
候
上
者
、
毎
年
無
慨
怠
可
令
進
済
候
、
東
国
本
所
領
事
、
武
家
御
沙
汰
落
居
候
者
、
任
本
員
数
可
致
其
沙
汰
候
、
其
間
者
被
仰
下
候
、
以
当
進
分
可
令
進
済
候
、
条
々
若
背
請
文
之
旨
、
難
渋
不
法
之
儀
候
者
、
為
武
家
御
沙
汰
之
、
難
被
処
罪
科
、
更
不
可
申
一
言
之
子
細
候
、
伍
為
後
日
亀
鏡
、
請
文
状
如
件
　
　
永
和
弐
年
十
月
廿
五
日
　
山
縣
文
雅
丸
（
花
押
）
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
甲
斐
国
志
摩
荘
は
松
尾
神
社
文
書
・
建
久
七
年
六
月
十
七
日
頼
朝
書
状
に
松
尾
社
領
と
し
て
み
え
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
九
条
家
文
庫
文
書
目
録
に
は
「
志
摩
荘
文
書
六
合
」
と
あ
り
、
正
和
五
年
（
；
二
六
）
一
音
院
領
目
録
に
は
年
貢
一
万
五
千
疋
の
「
地
頭
請
所
」
と
し
て
み
え
る
。
鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
倉
末
期
に
松
尾
社
領
か
ら
九
条
家
領
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
24
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で
も
鎌
倉
末
期
か
ら
永
和
年
間
ま
で
に
本
所
領
家
職
に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
書
は
、
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
十
月
廿
五
日
に
山
県
文
雅
丸
が
、
九
条
家
に
対
し
て
領
家
年
貢
三
〇
貫
文
の
請
切
額
で
領
家
職
を
請
負
っ
た
代
官
請
負
契
約
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
第
一
は
、
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
当
時
地
頭
請
所
で
年
貢
一
万
五
千
疋
‖
一
五
〇
貫
文
で
あ
っ
た
も
の
が
、
室
町
期
の
代
官
請
負
額
は
そ
の
五
分
一
1
1
三
〇
貫
文
に
激
減
し
て
い
る
も
の
の
、
代
官
請
負
制
は
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
頭
請
の
延
長
線
上
で
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
点
で
は
宮
川
説
が
東
国
で
も
論
証
し
う
る
と
い
え
よ
う
。
　
こ
の
文
書
で
注
目
す
べ
き
第
二
は
、
「
東
国
本
所
領
事
、
武
家
御
沙
汰
落
居
候
者
、
任
本
員
数
可
致
其
沙
汰
候
」
と
あ
り
、
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
が
存
在
し
そ
れ
が
「
武
家
御
沙
汰
」
と
し
て
判
決
が
出
た
な
ら
ば
領
家
年
貢
も
そ
の
員
数
に
従
っ
て
進
上
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
東
国
本
所
領
に
つ
い
て
の
訴
訟
は
幕
府
に
提
訴
さ
れ
武
家
に
よ
る
判
決
が
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
も
「
条
々
若
背
請
文
之
旨
、
難
渋
不
法
之
儀
候
者
、
為
武
家
御
沙
汰
之
、
錐
被
処
罪
科
、
更
不
可
申
一
言
之
子
細
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
武
家
御
沙
汰
」
と
は
年
貢
納
入
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
の
武
家
裁
許
と
、
代
官
請
負
契
約
に
反
し
た
場
合
に
幕
府
か
ら
罪
科
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
二
面
性
を
指
す
。
い
わ
ば
、
東
国
本
所
領
の
領
家
年
貢
京
上
は
幕
府
権
力
に
よ
っ
て
強
制
的
な
保
護
を
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
［新
し
い
所
領
区
分
法
］
　
こ
の
九
条
家
文
書
は
、
前
述
の
円
覚
寺
文
書
と
時
期
的
に
ま
っ
た
く
重
な
っ
て
い
る
。
上
野
・
下
野
・
安
房
・
上
総
・
相
模
・
常
陸
に
お
い
て
永
和
二
・
三
年
に
か
け
て
登
場
す
る
「
寺
社
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
と
、
永
和
二
年
に
甲
斐
国
に
み
ら
れ
る
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
は
一
体
の
も
の
と
み
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
「東
国
本
所
領
」
は
武
家
沙
汰
で
、
代
官
請
負
契
約
に
違
反
し
た
場
合
に
は
武
家
と
し
て
罪
科
に
処
す
る
と
い
う
政
策
を
室
町
幕
府
が
永
和
二
・
三
年
当
時
に
決
定
し
て
い
た
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
幕
府
は
東
国
本
所
領
の
代
官
請
負
制
を
側
面
か
ら
保
護
す
る
政
策
を
採
用
し
て
い
た
。
　
室
町
幕
府
が
「
寺
社
本
所
領
」
を
保
護
し
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
室
町
幕
府
が
東
国
に
お
け
る
荘
園
制
を
独
自
の
法
概
念
に
よ
っ
て
再
編
成
し
、
独
自
の
保
護
政
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
重
要
な
史
実
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
の
存
在
自
体
が
室
町
幕
府
の
全
国
政
権
と
し
て
の
性
格
を
端
的
に
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
こ
の
こ
と
は
、
鎌
倉
末
の
弘
安
年
間
か
ら
南
北
朝
の
永
和
年
間
ま
で
の
間
に
、
荘
園
・
公
領
と
い
う
所
領
区
分
法
が
、
寺
社
本
所
領
・
武
家
領
と
い
う
新
し
い
所
領
区
分
法
に
体
制
的
に
変
革
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
東
国
本
所
領
」
が
生
み
出
さ
れ
た
国
家
的
施
策
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。
荘
園
所
領
の
区
分
方
法
を
変
革
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
荘
園
所
領
の
地
域
編
成
を
か
え
る
国
家
事
業
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
荘
園
制
の
根
本
問
題
に
か
か
わ
る
。
②
室
町
幕
府
に
お
け
る
荘
園
政
策
立
法
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
国
本
所
領
の
再
編
成
原
理
1
室
町
幕
府
法
の
荘
園
政
策
立
法
　
前
章
の
検
討
か
ら
、
弘
安
～
永
和
二
年
ま
で
に
東
国
社
会
に
お
い
て
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
が
編
成
さ
れ
、
「
東
国
本
所
領
」
に
つ
い
て
は
「
武
家
御
沙
汰
」
と
し
て
幕
府
権
力
に
よ
る
特
別
保
護
政
策
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
室
町
幕
府
に
よ
る
東
国
本
所
領
へ
の
保
護
政
策
が
事
実
と
す
れ
ば
、
「
寺
社
本
所
領
」
や
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
区
分
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
な
ぜ
生
ま
れ
て
き
た
の
か
あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
全
国
政
権
と
し
て
の
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
全
般
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
再
検
討
し
よ
う
。
［研
究
史
］
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①
建
武
四
・
十
・
七
②
建
武
五
・
後
七
・
廿
九
③
暦
応
二
・
五
・
十
九
④
暦
応
三
・
四
・
十
五
⑤
康
永
二
・
四
・
廿
九
⑥
康
永
二
～
三
⑦
貞
和
二
・
十
二
・
十
三
⑧
　
　
同
⑨
　
　
同
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
中
で
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
た
先
学
は
、
前
述
の
宮
川
満
で
あ
り
、
「
荘
園
領
主
・
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
」
の
章
に
お
い
て
、
延
文
二
年
追
加
法
・
観
応
三
年
・
文
和
四
年
・
応
安
元
年
半
済
令
を
と
り
あ
げ
、
「
禁
裏
・
仙
洞
御
料
所
」
「
殿
下
渡
領
」
「
寺
社
本
所
一
円
仏
神
領
」
な
ど
皇
室
・
摂
関
家
・
寺
社
の
所
領
‖
本
所
（
領
家
）
ー
預
所
型
の
直
轄
荘
園
を
幕
府
が
保
護
し
、
「
諸
国
本
所
領
」
1
1
本
所
－
領
家
型
荘
園
が
幕
府
の
保
護
を
得
ず
武
士
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
侵
略
を
う
け
て
衰
退
し
た
と
主
張
し
た
。
幕
府
を
中
心
と
し
た
国
家
権
力
の
保
証
が
荘
園
制
を
存
続
さ
せ
た
と
す
る
宮
川
説
は
、
武
家
政
権
と
荘
園
制
と
の
本
質
的
対
立
を
否
定
し
た
黒
川
直
則
や
幕
府
・
守
護
が
荘
園
制
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
を
指
摘
し
た
大
山
喬
平
の
見
解
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
研
究
史
の
中
で
は
少
数
派
で
あ
り
、
そ
の
後
の
島
田
次
郎
に
よ
る
室
町
幕
府
の
応
安
半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
済
令
研
究
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
諸
国
本
所
領
は
半
済
令
に
よ
り
武
家
領
化
し
た
も
の
と
い
う
通
説
が
強
固
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
川
説
に
よ
る
室
町
幕
府
荘
園
立
法
の
解
釈
は
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
の
全
体
像
を
検
討
し
た
も
の
で
は
な
く
、
根
本
的
な
再
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
［荘
園
政
策
の
追
加
法
一
覧
］
　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
室
町
幕
府
法
の
中
で
、
寺
社
領
・
本
所
領
に
関
す
る
追
加
法
の
全
体
像
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
法
一
追
加
法
二
追
加
法
四
追
加
法
六
追
加
法
一
〇
追
加
法
二
追
加
法
二
五
追
加
法
三
〇
追
加
法
三
六
⑩
観
応
二
・
六
・
十
三
⑪
観
応
三
・
七
・
廿
四
⑫
観
応
三
・
八
・
廿
一
⑬
文
和
元
・
十
・
十
五
⑭
文
和
元
・
十
一
・
十
五
⑮
文
和
四
・
八
・
廿
二
⑯
延
文
二
・
九
・
十
⑰
貞
治
六
・
⊥
ハ
・
廿
七
⑱
貞
治
六
・
六
・
廿
七
⑲
応
安
元
・
六
・
十
七
⑳
応
安
元
・
六
・
十
七
追
加
法
五
五
追
加
法
五
六
追
加
法
五
七
追
加
法
六
二
追
加
法
六
三
追
加
法
七
八
追
加
法
七
九
追
加
法
八
四
追
加
法
八
五
追
加
法
九
六
追
加
法
九
七
　
以
上
が
寺
社
領
・
本
所
領
に
関
係
す
る
室
町
幕
府
法
の
す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
本
所
領
と
い
う
用
語
を
も
っ
た
幕
府
法
は
応
永
廿
九
年
（
一
四
二
二
）
七
月
廿
六
日
追
加
法
ニ
ハ
九
条
に
「
寺
社
本
所
領
訴
訟
事
、
不
可
依
文
書
年
記
、
但
於
不
帯
公
験
者
、
非
御
沙
汰
之
限
焉
」
と
み
え
る
の
が
最
後
で
あ
り
、
そ
れ
は
訴
訟
手
続
法
で
あ
っ
て
荘
園
政
策
立
法
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
は
建
武
四
年
（
二
三
二
七
）
①
か
ら
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
⑳
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
再
版
荘
園
制
が
応
永
末
年
ま
で
安
定
的
に
機
能
し
て
お
り
、
追
加
的
政
策
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
章
で
み
た
東
国
寺
社
本
所
領
や
東
国
本
所
領
に
関
す
る
永
和
年
間
の
幕
府
法
は
、
す
べ
て
応
安
元
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
国
に
み
え
る
「
寺
社
本
所
領
」
「
東
国
本
所
領
」
は
、
南
北
朝
期
の
室
町
幕
府
に
よ
る
荘
園
政
策
の
結
果
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
追
加
法
に
よ
る
荘
園
制
再
編
成
の
結
果
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
［荘
園
政
策
立
法
の
特
質
］
　
そ
こ
で
、
室
町
幕
府
法
に
お
け
る
「
寺
社
本
所
領
」
の
再
編
過
程
の
特
徴
を
整
理
し
よ
う
。
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
建
武
四
年
当
初
か
ら
す
で
に
室
町
幕
府
法
は
武
家
領
・
寺
社
本
所
領
と
い
う
所
領
区
分
法
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
上
記
の
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史
料
に
よ
れ
ば
、
「
寺
社
本
所
領
」
と
い
う
法
律
用
語
が
定
着
す
る
の
は
観
応
二
年
の
追
加
法
五
五
号
⑩
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
室
町
幕
府
法
は
す
べ
て
「
寺
社
本
所
領
」
の
用
語
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
観
応
二
年
以
前
は
、
「
寺
社
国
衙
領
井
領
家
職
事
」
（
追
加
法
一
条
）
と
か
「
本
所
領
」
（
四
条
）
「
寺
社
井
本
所
領
」
（
六
条
）
「
本
所
寺
社
領
」
（
＝
条
∴
二
〇
条
）
な
ど
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
建
武
か
ら
観
応
二
年
ま
で
が
、
室
町
幕
府
法
で
の
「
寺
社
本
所
領
」
成
立
の
前
史
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
建
武
四
年
十
月
七
日
の
追
加
法
一
条
①
に
い
う
「
寺
社
国
衙
領
井
領
家
職
事
」
と
「
武
家
領
」
と
い
う
法
概
念
が
、
建
武
五
年
後
七
月
廿
九
日
の
追
加
法
二
条
②
の
「
寺
社
本
所
領
」
と
「
管
領
所
々
地
頭
職
」
と
対
応
す
る
。
建
武
年
間
に
は
「武
家
領
」
「
地
頭
職
」
の
対
比
概
念
と
し
て
「
寺
社
本
所
領
」
と
い
う
法
律
用
語
が
す
で
に
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
永
原
慶
二
は
建
武
年
間
に
室
町
幕
府
法
の
用
例
で
は
全
所
領
が
大
別
し
て
「
武
家
領
」
と
「
寺
社
本
所
領
」
に
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
地
頭
の
設
置
さ
れ
て
い
る
非
一
円
の
本
所
領
で
あ
る
「
諸
国
本
所
領
」
は
荘
園
と
国
衙
領
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
重
要
な
点
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
村
井
章
介
も
応
安
大
法
と
こ
の
二
つ
の
追
加
法
を
検
討
し
、
建
武
年
間
の
「
寺
社
国
衙
井
領
家
職
」
1
1
「
寺
社
本
所
領
」
、
武
家
領
（
武
家
輩
所
領
）
1
1
地
頭
職
と
い
う
ふ
た
つ
の
等
式
が
な
り
た
つ
こ
と
、
寺
社
本
所
領
と
は
武
家
領
を
排
除
し
た
意
味
内
容
の
こ
と
ば
で
寺
社
領
と
本
所
領
か
ら
な
り
、
本
所
領
と
は
国
衙
領
と
領
家
職
か
ら
な
る
こ
と
を
指
　
　
　
　
（
3
1
）
摘
し
て
い
る
。
　
こ
こ
か
ら
、
建
武
四
・
五
年
当
時
、
室
町
幕
府
法
は
す
で
に
全
国
の
荘
園
制
を
武
家
領
と
本
所
領
・
寺
社
領
に
区
分
す
る
法
体
系
を
も
ち
、
国
衙
領
と
領
家
職
を
含
む
も
の
と
し
て
本
所
領
と
い
う
法
概
念
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
室
町
幕
府
は
荘
園
政
策
と
し
て
明
確
な
独
自
方
針
を
も
っ
て
い
た
。
　
第
二
の
特
徴
は
、
幕
府
が
当
初
か
ら
寺
社
本
所
領
に
武
家
輩
の
知
行
が
入
り
込
む
こ
と
を
禁
止
ま
た
は
抑
制
す
る
寺
社
本
所
領
保
護
政
策
を
一
貫
し
て
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
追
加
法
一
条
①
か
ら
三
六
条
⑨
ま
で
は
、
幕
府
は
一
貫
し
て
「
諸
国
守
護
人
」
・
「
武
家
御
家
人
」
・
「
武
家
被
官
人
」
や
「
甲
乙
之
輩
」
が
「
寺
社
井
本
所
領
」
を
「
知
行
」
す
る
こ
と
を
停
止
し
て
い
る
。
室
町
幕
府
法
は
寺
社
領
・
本
所
領
へ
の
武
家
被
官
人
の
知
行
を
禁
止
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
足
利
尊
氏
・
直
義
は
軍
事
上
の
必
要
か
ら
寺
社
本
所
領
の
一
部
を
恩
賞
と
し
て
武
家
被
官
人
に
宛
行
っ
た
。
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
後
七
月
の
追
加
法
二
条
②
は
「
或
い
は
勲
功
之
賞
を
募
り
、
或
い
は
譜
第
之
職
を
称
し
、
寺
社
本
所
領
を
押
妨
す
、
所
々
地
頭
職
を
管
領
し
て
軍
士
に
預
置
き
家
人
に
充
行
之
条
、
甚
然
る
べ
か
ら
ず
」
と
す
る
。
事
実
、
追
加
法
以
前
の
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
山
城
国
上
久
世
荘
で
は
足
利
尊
氏
が
「
領
家
職
（
当
名
田
畠
）
半
分
を
以
っ
て
地
頭
職
と
し
て
宛
行
と
こ
ろ
也
」
と
あ
り
、
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
前
後
ま
で
に
山
城
国
革
島
荘
は
じ
め
多
く
の
諸
荘
園
で
「
領
家
職
半
済
」
が
尊
氏
に
よ
っ
て
武
家
被
官
人
ら
に
知
行
安
堵
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
上
島
有
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
が
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
領
家
職
半
済
に
つ
い
て
宮
川
は
「
家
臣
の
望
み
次
第
に
本
所
領
荘
園
を
押
領
さ
せ
て
い
る
」
「
一
般
に
荘
園
は
本
所
領
を
中
心
に
侵
略
さ
れ
押
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
領
さ
れ
武
士
領
化
す
る
と
い
う
形
を
も
っ
て
衰
退
し
変
質
し
た
」
と
評
価
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
尊
氏
・
直
義
政
権
が
軍
事
的
必
要
性
か
ら
武
家
被
官
人
ら
に
恩
賞
宛
行
を
行
っ
た
側
面
を
荘
園
政
策
と
混
同
し
た
議
論
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
第
］
段
階
で
は
室
町
幕
府
は
寺
社
本
所
領
の
保
護
政
策
と
軍
事
上
の
必
要
性
か
ら
武
家
被
官
人
へ
の
本
所
領
の
知
行
安
堵
策
と
い
う
二
律
背
反
の
政
策
矛
盾
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
2
寺
社
領
本
所
領
保
護
政
策
の
淵
源
　
で
は
、
室
町
幕
府
は
こ
の
寺
社
本
所
領
の
保
護
興
行
政
策
、
武
家
領
と
寺
社
本
所
領
の
区
分
の
明
確
化
と
い
う
政
策
を
ど
こ
か
ら
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
［法
曹
官
僚
の
自
己
認
識
］
　
室
町
幕
府
法
は
寺
社
本
所
領
で
の
武
家
被
官
輩
の
知
行
停
止
の
法
的
根
拠
を
「
固
守
貞
永
式
目
、
大
犯
三
か
条
之
外
、
不
可
相
綺
」
（
二
条
②
）
と
か
「
云
右
大
将
家
御
時
、
云
貞
永
式
目
、
一
向
被
停
止
詑
」
（
四
条
③
）
と
あ
り
鎌
倉
幕
府
法
に
置
い
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て
い
る
。
室
町
幕
府
法
の
制
定
者
で
あ
る
奉
行
人
や
法
家
は
、
武
家
関
係
者
が
寺
社
領
・
本
所
領
を
知
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
認
識
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
頼
朝
や
貞
永
式
目
以
来
の
武
家
法
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
貞
永
式
目
は
も
と
よ
り
鎌
倉
幕
府
追
加
法
の
ど
こ
を
探
し
て
も
本
所
領
の
所
職
を
武
家
が
知
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
法
的
規
定
は
な
い
。
寺
社
本
所
領
と
い
う
所
領
群
の
法
概
念
そ
の
も
の
が
鎌
倉
幕
府
法
に
は
存
在
し
な
い
。
［工
藤
・
高
橋
説
の
再
検
討
］
　
研
究
史
上
で
は
、
古
く
島
田
次
郎
が
「
本
所
一
円
地
」
と
い
う
新
し
い
所
領
区
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
が
十
二
世
紀
後
半
に
は
登
場
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
工
藤
敬
一
は
そ
れ
が
武
家
領
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
十
四
世
紀
以
降
の
荘
園
制
を
「
寺
社
本
所
一
円
領
・
武
家
領
体
制
」
と
よ
ん
だ
。
こ
の
見
解
は
そ
の
後
継
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
藤
自
身
も
中
世
前
期
に
お
い
て
荘
園
公
領
制
概
念
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
高
橋
典
幸
が
「
武
家
領
」
と
い
う
概
念
が
天
福
・
寛
元
法
か
ら
登
場
し
、
そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
本
所
一
円
地
」
が
成
立
し
、
武
家
領
対
本
所
一
円
地
体
制
と
い
う
軍
制
構
造
が
現
れ
そ
の
体
制
は
室
町
期
に
は
従
来
の
荘
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
＞
公
領
制
に
代
わ
っ
て
社
会
の
基
本
的
枠
組
み
に
な
る
と
す
る
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
高
橋
説
は
、
荘
園
制
に
お
け
る
武
家
領
と
本
所
一
円
地
と
い
う
所
領
区
分
を
軍
制
で
の
「
武
家
役
勤
仕
」
と
「
武
家
役
非
勤
仕
」
と
い
う
区
分
と
の
対
比
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
。
し
か
も
室
町
期
の
荘
園
制
が
武
家
領
と
寺
社
本
所
領
に
大
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
原
基
形
態
を
そ
の
中
に
見
よ
う
と
し
て
工
藤
説
を
再
発
見
し
た
意
義
は
大
き
い
。
最
近
、
工
藤
は
中
世
前
期
を
荘
園
公
領
制
、
中
世
後
期
の
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
階
を
寺
社
本
所
一
円
領
・
武
家
領
体
制
と
い
う
二
つ
の
段
階
に
区
別
す
る
。
こ
こ
に
、
室
町
期
の
寺
社
本
所
領
と
武
家
領
と
い
う
枠
組
み
が
鎌
倉
申
期
に
成
立
し
た
と
す
る
学
説
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
高
橋
・
工
藤
が
武
家
領
と
概
念
規
定
し
た
も
の
と
、
室
町
幕
府
法
の
武
家
領
の
内
実
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
私
は
考
え
る
。
高
橋
が
「
武
家
領
」
と
規
定
し
た
も
の
は
、
史
料
上
は
「
御
家
人
領
」
と
し
て
み
え
る
も
の
と
大
半
は
「
関
東
口
入
地
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
「
御
家
人
役
勤
仕
之
地
」
と
い
う
用
語
か
ら
分
析
概
念
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
対
置
さ
れ
る
「
本
所
一
円
地
」
「
本
所
一
円
領
」
概
念
は
史
料
上
「
本
所
進
止
」
「
本
所
一
円
」
と
あ
る
も
の
か
ら
分
析
概
念
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
室
町
幕
府
法
の
い
う
「
武
家
領
」
「
寺
社
本
所
領
」
と
い
う
概
念
は
、
そ
の
時
代
の
史
料
用
語
で
あ
り
、
御
家
人
役
勤
仕
と
は
無
関
係
な
用
語
で
あ
る
。
「知
行
」
「
充
行
」
「
預
置
」
や
「
下
地
の
沙
汰
付
」
「
下
地
分
付
」
と
い
う
所
務
沙
汰
に
関
わ
る
中
世
法
概
念
で
あ
る
。
室
町
幕
府
法
の
「
本
所
一
円
知
行
地
」
や
「
寺
社
一
円
仏
神
領
」
が
系
譜
と
し
て
は
鎌
倉
幕
府
法
の
「
本
所
一
円
地
」
に
あ
た
る
こ
と
は
私
も
認
め
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
期
の
軍
役
に
か
か
わ
る
法
概
念
で
あ
る
「
本
所
一
円
地
」
と
室
町
幕
府
法
の
所
領
概
念
で
あ
る
「
寺
社
本
所
領
」
「
本
所
領
」
と
は
異
な
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
た
と
え
ば
、
高
橋
は
鎌
倉
幕
府
法
追
加
法
二
一
〇
条
に
「
諸
国
御
家
人
跡
、
為
領
家
進
止
之
所
々
御
家
人
役
事
、
御
家
人
相
伝
所
帯
等
、
難
為
本
所
進
止
、
無
指
誤
、
於
被
改
易
者
、
任
先
度
御
教
書
之
旨
、
可
被
申
子
細
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
を
鎌
倉
幕
府
は
「
御
家
人
領
の
保
護
・
確
保
を
目
指
し
た
も
の
」
と
規
定
し
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
追
加
法
四
四
〇
条
で
は
「
本
所
進
止
領
」
と
「
御
家
人
知
行
所
々
」
が
対
比
概
念
に
な
っ
て
い
る
し
、
同
四
六
三
条
で
も
「
国
中
地
頭
御
家
人
」
と
「
本
所
領
家
一
円
地
之
住
人
等
」
が
対
比
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
厳
然
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
領
家
進
止
・
本
所
進
止
の
所
領
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
に
御
家
人
の
相
伝
の
所
帯
が
あ
る
と
い
う
所
領
群
は
鎌
倉
幕
府
法
上
は
存
在
し
な
い
建
前
に
な
っ
て
い
た
。
幕
府
法
で
は
本
所
領
家
進
止
の
地
に
御
家
人
領
が
あ
る
と
い
う
所
領
群
を
捉
え
る
独
自
の
法
概
念
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
高
橋
が
こ
の
法
文
か
ら
御
家
人
領
保
護
政
策
を
読
み
と
っ
て
も
鎌
倉
幕
府
法
の
規
定
と
し
て
は
そ
の
解
釈
に
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
が
、
本
所
領
家
進
止
の
所
領
で
あ
り
な
が
ら
武
家
被
官
の
知
行
地
が
存
在
す
る
と
い
う
所
領
群
を
室
町
幕
府
法
で
は
後
述
す
る
ご
と
く
「
諸
国
本
所
領
」
と
規
28
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定
し
て
い
る
。
応
安
大
法
の
付
則
に
も
「
以
本
所
領
、
誤
被
成
御
下
文
地
事
、
被
充
行
替
之
程
、
先
本
所
与
給
人
、
各
半
分
可
為
知
行
、
不
可
有
守
護
人
之
縞
　
」
と
み
え
、
本
所
領
で
将
軍
家
下
文
を
も
ら
っ
て
武
家
輩
が
知
行
し
て
い
た
場
合
は
替
地
を
与
え
、
下
地
半
分
を
本
所
側
の
給
人
に
与
え
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
鎌
倉
幕
府
法
と
室
町
幕
府
法
で
は
、
所
領
区
分
の
規
定
が
異
質
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
鎌
倉
幕
府
法
の
ど
こ
を
み
て
も
、
室
町
幕
府
法
で
い
う
「
本
所
領
」
や
「
武
家
領
」
と
い
う
法
概
念
が
み
ら
れ
な
い
事
実
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
　
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
室
町
幕
府
法
の
武
家
領
と
寺
社
領
・
本
所
領
と
い
う
所
領
区
分
概
念
を
鎌
倉
幕
府
法
の
「
御
家
人
領
」
や
「
本
所
一
円
地
」
と
同
一
だ
と
す
る
高
橋
・
工
藤
説
は
無
理
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
が
一
定
の
歴
史
的
系
譜
関
係
が
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
き
ら
か
に
し
た
工
藤
・
高
橋
説
の
研
究
史
的
意
義
は
大
き
い
。
［公
武
一
体
の
徳
政
と
荘
園
制
区
分
法
の
変
質
］
　
で
は
、
室
町
幕
府
法
が
い
う
本
所
領
・
寺
社
領
や
武
家
領
と
い
う
法
概
念
は
い
つ
ど
こ
で
は
じ
ま
り
、
ど
こ
か
ら
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
高
橋
説
よ
り
も
後
の
時
代
、
鎌
倉
後
期
の
公
武
一
体
の
徳
政
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
改
革
の
中
で
荘
園
制
の
内
部
構
造
が
下
地
中
分
な
ど
で
改
変
さ
れ
、
下
か
ら
の
新
し
い
所
領
区
分
が
自
立
的
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
に
室
町
幕
府
が
権
力
的
に
上
か
ら
新
し
い
法
概
念
で
枠
組
み
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
　
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
弘
安
徳
政
と
し
て
著
名
な
弘
安
七
年
五
月
廿
日
の
新
御
式
目
で
あ
る
。
そ
の
第
一
条
に
「
寺
社
領
如
旧
被
沙
汰
付
、
被
専
神
事
仏
事
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
あ
き
ら
か
に
「
寺
社
領
」
と
い
う
所
領
区
分
の
法
概
念
が
登
場
し
て
お
り
、
し
か
も
旧
秩
序
へ
の
復
興
を
命
じ
た
寺
社
領
興
行
令
の
徳
政
で
あ
る
。
こ
の
法
意
が
室
町
幕
府
法
八
五
条
⑱
の
「
寺
社
本
所
牢
籠
不
可
然
、
伍
為
別
儀
御
沙
汰
、
可
被
返
付
」
な
ど
］
連
の
寺
社
本
所
領
復
興
令
と
一
致
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
安
達
泰
盛
の
幕
府
徳
政
が
神
領
興
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
佐
藤
進
一
・
網
野
善
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
彦
・
笠
松
宏
至
・
村
井
章
介
・
海
津
一
朗
ら
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
室
町
幕
府
法
の
寺
社
領
は
こ
の
弘
安
徳
政
令
の
「
寺
社
領
」
を
継
承
し
た
も
の
と
考
え
る
。
　
第
二
に
、
本
所
領
の
興
行
が
ど
こ
に
は
じ
ま
る
か
が
難
問
で
あ
る
。
市
沢
哲
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
後
期
に
都
市
に
集
住
し
た
都
市
領
主
は
家
領
を
め
ぐ
る
内
部
対
立
を
強
め
、
そ
の
抗
争
を
回
避
・
解
決
す
る
た
め
公
家
裁
判
制
度
の
整
備
を
す
す
め
、
治
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
の
君
権
力
の
求
心
性
を
強
め
別
相
伝
な
ど
に
よ
る
所
領
の
再
配
分
が
進
ん
だ
と
す
る
。
海
津
一
朗
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
後
期
に
公
武
政
権
が
一
体
と
な
っ
た
徳
政
に
よ
っ
て
神
領
興
行
は
伊
勢
神
宮
・
宇
佐
八
幡
宮
領
に
も
及
び
、
間
接
的
な
が
ら
寺
社
本
所
領
の
下
級
職
を
再
編
成
さ
せ
た
。
そ
こ
で
は
「
一
円
知
行
の
本
主
」
の
論
理
に
よ
っ
て
別
納
・
別
相
伝
を
否
定
し
て
一
円
武
家
領
・
一
円
仏
神
領
の
成
立
を
促
し
た
と
い
う
。
荘
園
制
の
再
編
が
進
み
、
武
家
領
と
京
都
領
の
区
分
や
武
家
被
官
と
京
都
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
被
官
と
い
う
人
の
区
分
も
新
た
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
私
は
海
津
が
い
う
「
武
家
領
と
京
都
領
」
、
「
武
家
被
官
と
京
都
被
官
」
と
い
う
所
領
と
人
の
新
し
い
社
会
区
分
法
が
生
ま
れ
た
と
す
る
主
張
に
は
史
料
上
か
ら
み
て
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
史
料
上
論
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
神
領
興
行
1
1
寺
社
領
の
復
興
で
あ
っ
て
、
海
津
は
本
所
領
の
興
行
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
「
鎌
倉
時
代
の
神
領
興
行
法
・
適
用
事
例
年
表
」
の
中
で
鎌
倉
幕
府
が
「
寺
社
本
所
領
」
の
在
所
や
当
知
行
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
名
を
提
出
さ
せ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
誤
読
で
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
法
や
幕
府
御
教
書
に
「
本
所
領
」
の
用
語
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
の
中
で
も
、
本
所
領
と
い
う
法
概
念
の
成
立
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
を
み
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
本
所
領
の
興
行
と
い
う
明
確
な
政
策
を
鎌
倉
後
期
の
公
武
政
権
は
も
ち
え
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
海
津
が
「
室
町
期
荘
園
制
の
原
基
形
態
」
を
鎌
倉
後
期
の
徳
政
と
い
う
国
政
改
革
の
中
に
探
ろ
う
と
し
、
そ
の
分
析
視
点
を
明
示
し
た
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
。
［本
所
領
興
行
政
策
の
淵
源
と
し
て
の
七
ヶ
条
篇
目
］
　
で
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
本
所
領
興
行
政
策
の
淵
源
は
ど
こ
に
も
と
め
ら
れ
る
か
。
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明
確
な
史
料
的
根
拠
を
提
示
で
き
な
い
が
、
重
要
史
料
と
し
て
『
公
衡
公
記
』
が
伝
え
る
弘
安
十
一
年
（
一
二
八
八
）
正
月
十
九
日
関
東
御
使
二
階
堂
盛
綱
法
名
行
覚
の
上
洛
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
七
ヶ
条
篇
目
」
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
弘
安
十
年
十
月
亀
山
院
政
の
継
続
を
拒
否
し
た
幕
府
は
後
深
草
院
政
を
開
始
さ
せ
た
。
そ
の
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
の
弘
安
十
一
年
正
月
関
東
使
行
覚
が
西
園
寺
実
兼
の
下
に
関
東
状
井
事
書
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
が
「
七
ヶ
条
篇
目
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
深
草
院
政
と
幕
府
に
よ
る
公
武
一
体
の
新
制
の
原
案
で
あ
っ
た
。
そ
の
五
条
目
に
＝
、
諸
人
相
伝
所
領
事
、
任
道
理
可
被
返
付
本
主
歎
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
正
月
廿
二
日
行
覚
と
実
兼
が
対
面
し
た
と
き
の
様
子
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
『
公
衡
公
記
』
（
弘
安
十
一
年
正
月
廿
二
日
条
）
に
み
え
る
。
　
又
諸
人
由
緒
相
伝
所
領
、
可
被
返
付
本
主
欺
事
、
可
限
年
限
欺
、
又
可
限
長
講
堂
領
・
院
御
領
等
歎
、
若
又
凡
の
諸
人
事
歎
、
此
条
同
有
存
知
之
旨
哉
、
以
上
両
条
一
切
無
存
知
之
旨
、
只
給
御
事
書
進
入
許
也
、
御
使
更
無
存
知
之
旨
申
之
、
東
使
退
出
之
後
、
予
参
院
奏
此
等
之
趣
　
実
兼
は
、
俗
人
領
に
お
い
て
本
主
の
回
復
要
求
を
認
め
て
返
付
す
る
と
い
う
徳
政
令
の
提
案
に
対
し
て
、
あ
る
年
限
か
ら
の
適
用
に
す
る
の
か
、
長
講
堂
領
・
院
御
領
等
の
王
家
領
に
限
定
す
る
の
か
、
無
限
定
に
す
べ
て
の
諸
人
領
1
1
俗
人
領
に
適
用
す
る
の
か
具
体
策
を
訊
ね
た
。
し
か
し
、
東
使
の
二
階
堂
盛
綱
（
行
覚
）
は
一
切
存
知
せ
ず
と
答
え
事
書
を
提
出
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
行
覚
が
帰
っ
た
あ
と
、
実
兼
疲
労
の
た
め
代
わ
っ
て
公
衡
が
参
院
し
て
後
深
草
上
皇
に
そ
の
内
容
を
伝
え
た
と
い
う
。
朝
廷
内
部
で
の
検
討
の
結
果
、
正
月
廿
六
日
に
は
十
二
ヶ
条
の
事
書
が
関
東
御
返
事
案
と
し
て
確
定
し
、
そ
の
八
条
目
に
「
一
諸
人
相
伝
所
領
事
、
就
近
年
之
訴
訟
、
且
可
有
其
沙
汰
欺
」
（
『
公
衡
公
記
』
弘
安
十
一
年
正
月
廿
六
日
）
と
あ
る
。
結
局
、
雑
訴
興
行
と
い
う
無
難
な
結
論
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
「
七
ヶ
条
篇
目
」
は
公
家
新
制
と
し
て
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
「
諸
人
由
緒
相
伝
所
領
」
と
あ
る
も
の
は
市
沢
が
注
目
し
た
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
公
家
新
制
の
二
二
条
二
可
有
任
理
成
敗
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
本
家
領
家
不
和
荘
園
事
」
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
長
講
堂
領
・
院
御
領
等
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
本
家
領
家
の
所
領
‖
本
所
領
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
本
所
領
と
い
う
法
概
念
は
な
い
も
の
の
、
内
容
的
に
は
本
家
・
領
家
の
荘
園
と
し
て
の
俗
人
領
で
の
徳
政
令
が
公
武
交
渉
の
議
題
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
適
用
策
を
時
限
法
と
す
る
か
、
王
家
領
に
限
定
す
る
の
か
、
無
限
定
と
す
る
か
具
体
策
を
詰
め
て
い
た
。
あ
き
ら
か
に
寺
社
領
興
行
と
は
別
に
本
所
領
興
行
令
と
も
な
り
う
る
法
規
を
め
ぐ
っ
て
公
武
交
渉
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
長
講
堂
領
・
院
御
領
等
に
限
定
し
て
本
主
へ
の
返
付
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
室
町
幕
府
法
の
い
う
⑲
「
寺
社
本
所
領
事
、
禁
裏
仙
洞
御
料
所
、
寺
社
一
円
仏
神
領
、
殿
下
渡
領
等
、
異
干
他
之
間
、
曾
不
可
有
半
済
之
儀
」
と
応
安
大
法
の
規
定
に
近
い
も
の
に
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
笠
松
宏
至
は
、
「
善
通
寺
文
書
」
弘
安
三
年
十
月
廿
一
日
随
心
院
政
所
下
文
か
ら
本
所
に
よ
る
個
別
徳
政
令
の
存
在
を
指
摘
し
、
「
天
台
座
主
記
」
文
永
二
年
八
月
廿
一
日
院
宣
か
ら
同
年
三
月
に
「
俗
人
領
に
流
出
し
た
仏
寺
領
の
返
付
を
定
め
た
と
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
ぼ
し
い
公
家
法
」
を
見
出
し
て
い
る
。
弘
安
・
文
永
期
に
は
俗
人
領
で
も
所
領
再
編
の
動
き
が
徳
政
と
し
て
お
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
弘
安
十
一
年
正
月
、
俗
人
領
で
の
本
主
権
返
付
を
認
め
よ
う
と
し
た
徳
政
令
が
公
武
交
渉
の
議
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
時
期
的
に
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
幕
府
の
肝
い
り
で
開
始
さ
れ
た
後
深
草
院
政
の
特
質
す
べ
き
政
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
、
鎌
倉
後
期
の
公
武
一
体
の
徳
政
に
お
い
て
は
、
本
所
領
と
い
う
法
概
念
が
未
成
立
で
あ
り
、
明
確
な
本
所
領
興
行
政
策
を
も
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
の
歴
史
的
意
味
は
大
き
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
建
武
新
政
の
法
に
お
い
て
も
、
「
大
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
条
々
」
に
「
寺
社
一
円
領
事
」
「
本
所
進
止
地
井
領
家
預
所
職
事
」
と
み
え
る
の
み
で
、
こ
こ
で
も
「
本
所
領
」
概
念
は
み
え
な
い
。
　
こ
う
し
て
み
る
と
、
鎌
倉
後
期
の
公
武
一
体
に
よ
る
徳
政
で
の
寺
社
領
興
行
令
や
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「本
所
一
円
地
」
の
延
長
線
上
に
、
室
町
幕
府
が
「
武
家
領
」
「
寺
社
本
所
領
」
と
い
う
荘
園
所
領
の
二
大
区
分
の
法
的
概
念
を
独
自
に
打
ち
出
し
、
荘
園
制
の
再
編
成
政
策
を
推
進
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
あ
ら
た
め
て
室
町
幕
府
の
荘
園
制
再
編
成
政
策
の
独
自
性
と
そ
の
意
義
を
且
ハ
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
3
寺
社
領
本
所
領
の
内
部
再
編
1
1
再
版
荘
園
制
へ
の
動
向
　
鎌
倉
末
期
の
公
武
徳
政
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
い
た
「
寺
社
領
」
や
「
本
所
一
円
地
」
と
い
う
法
概
念
に
代
わ
っ
て
、
室
町
幕
府
法
が
「
寺
社
本
所
領
」
「
本
所
領
」
と
い
う
独
自
の
法
律
用
語
を
必
要
と
し
た
理
由
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
室
町
幕
府
が
直
面
し
て
い
た
荘
園
制
再
編
成
の
課
題
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
解
答
は
困
難
で
あ
る
が
そ
の
分
析
の
糸
口
は
つ
か
ん
で
お
き
た
い
。
［荘
園
制
再
編
の
時
期
区
分
］
　
ま
ず
、
室
町
幕
府
に
よ
る
荘
園
政
策
立
法
の
推
移
に
つ
い
て
時
期
区
分
し
て
そ
の
詳
細
を
復
元
し
よ
う
。
第
一
期
は
建
武
四
年
か
ら
観
応
年
間
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
、
幕
府
は
寺
社
領
・
本
所
領
の
中
に
武
家
被
官
輩
が
知
行
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
禁
止
し
、
そ
れ
を
本
所
側
に
返
付
す
る
政
策
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
の
具
体
策
を
み
よ
う
。
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
四
月
二
十
九
日
の
追
加
法
一
〇
条
⑤
は
、
本
所
領
の
内
部
に
知
行
地
を
も
っ
て
い
る
武
家
被
官
輩
の
排
除
法
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
　
武
家
被
官
輩
令
知
行
本
所
領
事
背
度
々
厳
制
、
或
号
請
所
、
或
稻
成
約
諾
、
致
自
由
押
領
之
由
、
有
其
聞
、
向
後
堅
停
止
之
、
且
来
六
月
中
、
可
避
渡
干
本
所
、
若
尚
令
違
犯
者
、
任
式
目
可
処
罪
科
也
　　
室
町
幕
府
法
は
武
家
被
官
輩
が
本
所
領
を
知
行
す
る
原
因
を
、
請
所
と
号
し
代
官
請
負
契
約
を
成
し
た
と
称
し
て
押
領
す
る
こ
と
に
求
め
る
。
今
後
は
こ
れ
を
禁
止
し
「
来
六
月
中
」
ま
で
に
本
所
雑
掌
側
に
所
領
を
引
き
渡
す
べ
き
で
そ
の
違
反
者
は
「式
目
」
に
任
せ
て
罪
科
に
処
す
と
す
る
。
所
務
沙
汰
を
検
断
沙
汰
の
問
題
と
し
て
処
理
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
延
長
線
上
に
観
応
二
年
の
追
加
法
五
五
条
⑩
が
制
定
さ
れ
、
諸
国
地
頭
御
家
人
・
武
家
輩
・
守
護
人
へ
の
罰
則
規
定
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
命
令
に
従
わ
な
い
諸
国
地
頭
御
家
人
ら
は
「所
領
半
分
」
を
収
公
し
、
所
帯
無
き
輩
は
「
遠
流
」
、
遵
行
を
遅
滞
し
た
守
護
人
は
「其
職
」
を
改
補
し
、
御
家
人
は
「
所
領
三
分
一
」
を
召
上
げ
る
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
本
所
領
保
護
の
た
め
武
家
被
官
輩
へ
の
一
方
的
抑
圧
法
で
あ
り
武
断
政
策
と
い
え
る
。
宮
川
説
は
幕
府
が
「
家
臣
の
望
み
次
第
に
本
所
領
荘
園
を
押
領
さ
せ
て
い
る
」
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
木
を
み
て
森
を
見
な
い
部
分
的
判
断
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
幕
府
は
宮
川
の
評
価
と
は
反
対
に
武
家
被
官
輩
へ
の
弾
圧
・
規
制
強
化
策
に
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
［八
ヶ
国
本
所
領
と
寺
社
一
円
所
領
の
登
場
］
　
第
二
期
が
観
応
三
年
追
加
法
五
六
条
⑪
か
ら
文
和
四
年
追
加
法
七
八
条
⑮
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
「
軍
勢
発
向
」
の
諸
国
に
お
け
る
本
所
領
の
半
分
に
半
済
令
を
適
用
し
、
半
分
は
本
所
に
返
付
す
る
よ
う
に
命
じ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
は
寺
社
本
所
領
の
保
護
政
策
と
半
済
令
に
よ
る
兵
糧
料
所
の
確
保
と
い
う
政
策
を
両
立
さ
せ
た
も
の
で
、
半
済
令
の
創
出
だ
け
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
観
応
擾
乱
を
経
て
幕
府
は
、
寺
社
本
所
領
で
の
武
家
被
官
輩
の
知
行
排
除
を
武
断
法
で
施
行
す
る
こ
と
が
事
実
上
無
理
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
の
で
あ
り
、
武
家
被
官
輩
の
兵
糧
米
確
保
も
保
証
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
武
家
被
官
輩
と
寺
社
本
所
領
保
護
政
策
の
両
方
の
利
益
を
保
証
す
る
た
め
の
政
策
が
半
済
令
で
あ
っ
た
こ
と
は
通
説
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
が
新
し
い
荘
園
編
成
政
策
と
し
て
注
目
す
る
の
は
、
第
］
に
半
済
令
の
施
行
の
中
か
ら
「
寺
社
一
円
所
領
」
と
い
う
新
し
い
所
領
編
成
の
枠
組
み
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
観
応
三
年
追
加
法
五
七
条
⑫
で
は
軍
勢
発
向
の
八
ヶ
国
の
本
所
領
に
半
済
令
を
適
用
す
る
代
わ
り
に
、
条
文
の
後
半
で
は
「
次
寺
社
一
円
所
領
等
事
、
且
は
国
家
之
安
全
を
祈
ら
ん
が
た
め
、
且
は
面
々
之
運
昨
を
全
せ
ん
が
た
め
、
軍
士
等
尤
も
禁
慎
せ
し
む
べ
き
哉
、
本
所
領
に
混
ぜ
、
曾
て
違
乱
致
す
べ
か
ら
ず
」
と
明
示
し
て
い
る
。
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こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
軍
勢
発
向
の
諸
国
に
お
け
る
本
所
領
に
か
ぎ
り
半
済
令
を
施
行
す
る
か
わ
り
に
「
寺
社
一
円
所
領
」
を
区
別
し
て
特
別
に
保
護
政
策
推
進
を
軍
士
等
に
も
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
幕
府
軍
が
派
遣
さ
れ
た
諸
国
で
の
本
所
領
の
中
に
だ
け
「寺
社
一
円
所
領
」
と
い
う
所
領
区
分
が
登
場
し
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
室
町
幕
府
の
独
自
政
策
が
こ
こ
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。
第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
軍
勢
発
向
」
の
諸
国
の
本
所
領
に
の
み
半
済
令
が
施
行
さ
れ
る
か
ら
、
軍
勢
発
効
の
な
い
諸
国
で
の
本
所
領
と
比
較
し
た
と
き
、
両
者
の
内
部
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
半
済
令
の
適
用
範
囲
1
1
幕
府
軍
の
軍
勢
発
向
国
は
「
近
江
、
美
濃
、
尾
張
三
ヶ
国
本
所
領
半
分
事
」
⑪
と
「
八
ヶ
国
（
近
江
美
濃
伊
勢
志
摩
尾
張
伊
賀
和
泉
河
内
）
本
所
領
事
」
⑫
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
軍
勢
発
向
」
の
あ
っ
た
「
八
ヶ
国
の
本
所
領
」
の
中
に
は
、
武
家
被
官
輩
の
兵
糧
料
所
が
部
分
的
に
公
認
さ
れ
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
軍
勢
発
向
し
た
「
八
ヶ
国
の
本
所
領
」
と
い
う
新
し
い
法
概
念
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
幕
府
法
で
は
本
所
領
に
武
家
輩
知
行
の
存
在
を
否
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
軍
勢
発
向
の
八
ヶ
国
で
の
本
所
領
に
は
半
分
と
は
い
え
兵
糧
料
所
と
し
て
武
家
被
官
輩
の
当
知
行
が
存
在
を
保
証
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
本
所
領
と
武
家
領
と
の
併
存
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
文
和
四
年
追
加
法
七
八
条
⑮
で
は
「
濫
妨
国
々
に
お
い
て
は
、
半
済
た
る
べ
し
、
但
し
所
務
者
本
所
進
止
た
る
べ
し
　
」
と
規
定
し
、
あ
く
ま
で
半
済
令
が
実
施
さ
れ
て
も
所
務
権
は
本
所
側
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
こ
う
し
て
観
応
・
文
和
年
間
に
、
「
武
家
領
」
「寺
社
本
所
領
」
と
い
う
荘
園
制
の
所
領
区
分
法
と
は
別
に
、
軍
勢
発
向
の
な
さ
れ
た
国
に
の
み
半
済
令
を
適
用
さ
せ
た
本
所
領
と
「
寺
社
一
円
所
領
」
と
い
う
所
領
群
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
半
済
令
に
つ
い
て
は
、
荘
園
体
制
の
存
続
維
持
と
兵
糧
料
所
の
確
保
と
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
う
評
価
の
中
で
厚
い
研
究
史
が
あ
り
現
在
も
そ
の
論
議
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
武
家
領
・
本
所
領
の
所
領
区
分
を
再
編
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
幕
府
の
荘
園
政
策
と
の
関
係
で
半
済
令
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
　
　
（
4
7
）
え
よ
う
。
［本
所
領
に
お
け
る
下
地
の
半
済
化
］
　
第
三
期
は
、
延
文
二
年
（
二
二
五
七
）
追
加
法
七
九
条
⑯
か
ら
貞
治
六
年
追
加
法
八
五
条
⑱
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
こ
そ
、
室
町
幕
府
法
の
荘
園
政
策
の
独
自
性
が
確
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
出
発
点
で
あ
る
延
文
二
年
九
月
十
日
追
加
法
七
九
条
⑯
を
み
よ
う
。
　
寺
社
本
所
領
条
々
一
、
帯
御
下
文
輩
事
観
応
以
来
、
追
年
擾
乱
之
間
、
任
勇
士
之
懇
望
、
不
及
糺
決
、
補
任
之
条
、
不
慮
之
儀
也
、
因
菰
寺
社
荒
廃
、
本
所
衰
微
、
緯
已
至
極
云
々
、
尤
有
其
恐
、
可
返
付
面
々
本
知
行
之
条
勿
論
、
但
或
賞
戦
場
之
大
功
、
或
依
戦
士
之
要
須
、
以
別
儀
、
充
行
之
分
不
幾
敷
、
於
如
此
之
所
々
者
、
先
均
分
下
地
、
可
返
付
一
方
雑
掌
也
、
至
相
残
分
者
、
追
可
有
其
沙
汰
、
次
寺
社
一
円
之
地
井
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
離
淋
蘇
願
嫁
諸
等
事
、
袈
転
変
之
条
、
冥
慮
難
測
、
敢
不
可
准
先
段
、
任
旧
例
、
先
返
進
之
、
追
可
充
給
其
替
、　
こ
の
法
に
よ
る
と
、
寺
社
本
所
領
で
は
観
応
擾
乱
の
際
に
訴
訟
判
決
に
よ
ら
ず
に
勇
士
の
要
望
に
よ
っ
て
補
任
の
下
文
を
与
え
て
き
た
が
、
そ
れ
は
不
慮
の
儀
で
あ
る
。
寺
社
は
荒
廃
し
本
所
は
衰
微
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
武
家
被
官
の
本
知
行
を
寺
社
本
所
に
返
付
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
戦
功
を
賞
す
る
こ
と
は
武
士
の
必
要
不
可
欠
の
事
柄
で
、
特
別
措
置
で
あ
り
所
領
充
行
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
武
家
被
官
へ
の
充
行
が
行
わ
れ
た
所
領
で
は
下
地
を
均
分
し
て
、
そ
の
半
分
を
寺
社
本
所
側
雑
掌
に
渡
し
、
残
の
半
分
を
武
家
被
官
が
知
行
せ
よ
、
寺
社
一
円
地
と
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
に
つ
い
て
は
、
政
策
を
変
更
す
る
こ
と
は
恐
れ
多
い
こ
と
で
今
回
の
措
置
に
准
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
旧
例
の
ま
ま
本
所
に
返
付
し
、
武
士
に
は
今
後
替
地
を
充
行
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
荘
園
政
策
立
法
の
第
一
の
新
規
性
は
、
本
所
領
に
お
け
る
武
家
被
官
の
知
行
充
行
を
特
別
措
置
と
し
て
公
認
し
、
下
地
を
均
分
し
て
そ
の
半
分
を
本
所
寺
社
側
雑
掌
に
返
付
し
、
残
り
半
分
を
武
家
領
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
新
政
策
は
、
「
軍
32
井原今朝男［室町期東国本所領荘園の成立過程］
勢
発
向
」
し
た
八
ヶ
国
の
本
所
領
に
お
い
て
取
ら
れ
た
処
置
法
が
い
ま
や
全
国
の
本
所
領
に
拡
大
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
佐
藤
進
一
は
こ
の
法
令
に
よ
り
そ
れ
ま
で
の
半
済
令
が
年
貢
の
折
半
で
あ
っ
た
原
則
が
破
棄
さ
れ
、
「
土
地
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
半
済
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
き
わ
め
て
重
要
で
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
の
特
質
を
よ
く
言
い
当
て
て
い
る
。
こ
の
「
土
地
の
半
済
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
下
地
を
均
分
し
て
本
所
領
と
武
家
領
に
区
分
す
る
政
策
を
全
国
化
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
佐
藤
に
学
ん
で
こ
れ
を
「
下
地
の
半
済
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
諸
国
本
所
領
は
武
家
被
官
に
よ
っ
て
ほ
し
い
ま
ま
に
武
家
領
化
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
追
加
法
⑯
の
誤
読
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
「
諸
国
本
所
領
」
と
い
う
法
概
念
は
幕
府
法
に
登
場
し
て
い
な
い
。
し
か
も
武
家
領
は
下
地
均
分
の
残
り
半
分
ま
で
に
制
限
さ
れ
残
り
半
分
は
本
所
領
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
「
下
地
の
半
済
」
と
は
本
所
領
の
内
部
を
本
所
と
武
家
が
折
半
し
て
両
者
の
利
害
を
調
整
す
る
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
の
新
政
策
の
特
質
の
第
二
は
、
本
所
領
に
お
け
る
下
地
均
分
1
1
下
地
半
済
の
公
認
の
代
償
と
し
て
「
寺
社
一
円
之
地
」
と
「
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
」
と
い
う
新
し
い
所
領
の
枠
組
を
設
け
そ
こ
で
は
武
士
知
行
を
全
面
禁
止
す
る
と
い
う
政
策
を
提
起
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
期
に
追
加
法
五
七
条
⑫
で
「
寺
社
一
円
所
領
」
と
い
う
特
別
所
領
保
護
枠
を
設
け
た
政
策
の
延
長
線
上
に
あ
る
措
置
で
あ
る
。
こ
こ
で
幕
府
は
「
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
」
と
い
う
天
皇
・
院
権
力
に
関
わ
る
荘
園
領
主
層
の
利
益
と
の
妥
協
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
第
一
期
に
み
ら
れ
た
寺
社
領
・
本
所
領
と
い
う
所
領
区
分
か
ら
、
こ
の
第
三
期
に
な
っ
て
「
寺
社
一
円
之
地
」
「
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
」
の
特
別
保
護
所
領
が
登
場
し
本
所
領
に
お
け
る
「
下
地
の
半
済
」
の
全
国
化
と
い
う
室
町
幕
府
独
特
の
荘
園
政
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
観
応
擾
乱
で
の
恩
賞
宛
行
に
よ
っ
て
寺
社
領
・
本
所
領
の
中
に
武
家
知
行
地
を
公
認
し
武
家
被
官
を
味
方
に
組
織
し
な
け
れ
ば
、
尊
氏
派
が
勝
利
し
え
な
か
っ
た
と
い
う
現
実
対
応
策
を
追
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
半
面
、
本
所
領
で
は
下
地
均
分
1
1
下
地
半
済
に
よ
り
武
家
被
官
の
知
行
地
（
武
家
領
）
と
本
所
側
へ
の
返
付
地
1
1
本
所
知
行
地
に
分
離
し
、
本
所
領
を
領
有
す
る
寺
社
・
公
家
層
ら
荘
園
領
主
層
の
利
益
を
も
保
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
所
領
の
中
に
「
寺
社
一
円
之
地
」
「
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
」
と
い
う
新
し
い
特
別
保
護
区
の
所
領
群
を
公
認
し
、
そ
こ
で
は
武
家
被
官
知
行
を
全
面
禁
止
し
恩
賞
地
は
別
に
宛
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
室
町
幕
府
に
よ
る
領
家
職
の
下
地
化
1
1
本
所
領
化
を
は
か
り
、
地
頭
職
の
下
地
化
1
1
武
家
領
と
を
「
相
給
」
1
1
併
存
さ
せ
る
政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
佐
藤
進
一
は
延
文
二
年
の
追
加
法
七
九
条
⑯
の
意
義
に
つ
い
て
「
寺
社
本
所
領
の
保
護
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
徹
底
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
南
北
朝
の
抗
争
と
幕
府
内
部
の
観
応
擾
乱
と
が
並
行
し
て
内
乱
状
況
が
深
刻
化
し
た
中
で
の
措
置
と
し
て
こ
の
追
加
法
⑯
を
み
て
み
れ
ば
、
武
家
被
官
輩
に
給
恩
と
し
て
寺
社
本
所
領
の
知
行
地
半
分
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
尊
氏
派
・
北
朝
方
に
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
半
面
、
本
所
領
の
下
地
を
半
分
と
は
い
え
本
所
側
雑
掌
に
返
付
し
、
寺
社
一
円
之
地
と
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
で
は
全
面
的
に
武
士
知
行
を
と
り
あ
げ
特
別
保
護
所
領
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
院
や
神
社
や
天
皇
・
院
を
は
じ
め
と
す
る
公
家
な
ど
荘
園
領
主
層
を
尊
氏
派
や
北
朝
方
に
味
方
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
尊
氏
派
と
北
朝
方
が
こ
の
延
文
二
年
追
加
法
七
九
条
に
結
実
す
る
新
政
策
を
生
み
出
し
え
た
か
ら
こ
そ
、
武
家
被
官
層
や
寺
社
・
公
家
層
な
ど
の
本
所
権
力
を
味
方
に
組
織
し
え
た
の
だ
と
考
え
る
。　
こ
の
新
政
策
を
在
地
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
は
武
家
側
か
ら
み
れ
ば
、
所
領
の
下
地
を
再
配
分
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
行
政
執
行
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
当
然
、
武
家
被
官
人
の
抵
抗
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
武
力
を
と
も
な
う
軍
事
的
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
貞
治
六
年
（
二
二
六
四
）
の
追
加
法
八
四
条
⑰
・
八
五
条
⑱
は
、
山
城
国
を
中
心
に
し
た
強
制
法
規
と
な
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
承
引
せ
ざ
れ
ば
別
に
所
領
を
収
公
せ
ら
る
べ
し
、
在
国
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武
士
以
下
者
、
官
軍
を
差
し
遣
し
治
罰
を
加
う
べ
し
」
と
官
軍
の
派
遣
に
よ
る
強
制
執
行
を
命
じ
て
い
る
。
抵
抗
す
る
武
家
被
官
輩
の
知
行
地
を
官
軍
に
よ
っ
て
取
上
げ
、
下
地
の
半
済
1
1
下
地
中
分
が
強
制
執
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
室
町
幕
府
は
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
か
ら
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
に
か
け
て
寺
社
本
所
領
を
再
編
成
し
て
、
武
家
被
官
の
知
行
地
を
含
ん
だ
本
所
領
と
、
武
家
被
官
の
知
行
地
を
全
面
的
に
排
除
し
た
寺
社
一
円
之
地
と
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
と
に
三
分
し
て
、
前
者
で
は
下
地
を
折
半
し
て
本
所
側
に
強
制
返
付
さ
せ
た
。
こ
の
所
領
再
編
の
た
め
官
軍
を
派
遣
し
て
強
制
執
行
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
南
北
朝
期
の
荘
園
制
は
鎌
倉
幕
府
法
や
建
武
政
権
の
構
成
と
は
ち
が
っ
た
室
町
幕
府
法
に
よ
る
独
自
の
内
部
構
成
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
革
の
延
長
線
上
に
応
安
大
法
が
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
の
集
大
成
と
も
い
え
る
応
安
大
法
の
再
検
討
に
入
ろ
う
。
4
応
安
大
法
に
お
け
る
諸
国
本
所
領
の
内
部
構
成
［諸
国
本
所
領
の
登
場
］
第
四
期
は
応
安
元
年
六
月
十
七
日
の
追
加
法
九
六
条
⑲
と
九
七
条
⑳
で
あ
り
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
の
完
成
段
階
で
あ
る
。
応
安
元
年
の
追
加
法
九
七
条
は
、
応
安
半
済
令
と
呼
ば
れ
こ
れ
ま
で
も
荘
園
制
と
の
関
係
を
ど
う
評
価
す
る
か
大
き
な
論
争
点
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
私
は
「
諸
国
本
所
領
」
と
い
う
新
し
い
荘
園
区
分
の
枠
組
み
の
登
場
こ
そ
こ
の
時
期
の
荘
園
政
策
の
特
質
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
応
安
大
法
を
み
よ
う
。
一
、
寺
社
本
所
領
事
蹴
破
玩
夫
ぷ
道
計
枇
奉
硫
施
禁
裏
　
仙
洞
御
料
所
・
寺
社
一
円
仏
神
領
・
殿
下
渡
領
等
、
異
干
他
之
間
、
曾
不
可
有
半
済
之
儀
、
固
可
停
止
武
士
之
妨
、
其
外
諸
国
本
所
領
、
暫
相
分
半
分
、
沙
汰
付
下
地
於
雑
掌
、
可
令
全
向
後
知
行
、
此
上
若
半
分
之
預
人
、
或
違
乱
雑
掌
方
、
或
致
過
分
掠
領
者
、
一
円
被
付
本
所
、
至
濫
妨
人
者
、
可
処
罪
科
也
、
将
又
難
有
本
家
寺
社
領
之
号
、
於
領
家
人
給
之
地
者
、
宜
准
本
所
領
歎
、
早
守
此
旨
、
云
一
円
之
地
、
云
半
済
之
地
、
厳
密
可
打
渡
干
雑
掌
　
次
自
先
公
御
時
、
本
所
一
円
知
行
地
事
、
今
更
称
半
済
之
法
、
不
可
改
動
、
若
令
違
犯
者
、
可
有
其
答
焉
次
以
本
所
領
、
誤
被
成
御
下
文
地
事
、
被
充
行
替
之
程
、
先
本
所
与
給
人
、
各
半
分
可
為
知
行
、
不
可
有
守
護
人
之
絡
　
次
月
卿
雲
客
知
行
地
頭
職
事
、
為
武
恩
被
補
任
之
上
者
、
難
混
本
所
領
、
可
停
止
半
済
之
儀
焉
　
最
初
に
こ
の
法
を
詳
細
に
分
析
し
た
島
田
次
郎
は
応
安
大
法
が
寺
社
本
所
領
を
大
き
く
二
分
し
、
「
禁
裏
　
仙
洞
御
料
所
・
寺
社
一
円
仏
神
領
・
殿
下
渡
領
等
」
を
半
済
令
排
除
、
「
其
外
諸
国
本
所
領
」
を
下
地
均
分
に
よ
る
本
所
側
へ
の
返
付
に
し
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
、
丘
ハ
糧
料
所
の
無
秩
序
な
設
置
を
制
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
荘
園
体
制
を
維
持
存
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
歴
史
的
意
義
を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
永
原
慶
二
は
、
諸
国
本
所
領
の
内
容
を
「
本
所
一
円
地
を
除
く
地
頭
職
の
設
置
さ
れ
て
い
る
非
一
円
の
本
所
領
」
を
指
し
、
そ
の
下
地
半
分
を
武
家
側
に
引
き
渡
し
た
も
の
で
、
職
の
重
層
的
知
行
体
系
を
破
壊
し
た
も
の
と
評
価
し
た
。
笠
松
宏
至
は
、
半
済
令
が
適
用
さ
れ
た
「
諸
国
本
所
領
」
と
は
、
「
非
地
頭
職
の
寺
社
本
所
一
円
領
」
を
指
す
も
の
で
、
地
頭
職
の
設
置
さ
れ
た
本
所
領
を
含
む
も
の
で
は
な
い
と
　
（
4
9
）
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
こ
の
諸
見
解
の
対
立
点
解
決
の
た
め
に
新
し
い
論
点
を
く
わ
え
た
の
が
村
井
章
介
で
あ
る
。
村
井
は
笠
松
宏
至
の
見
解
を
発
展
さ
せ
て
、
「
寺
社
一
円
仏
神
領
」
と
は
「寺
社
が
本
家
職
・
領
家
職
を
と
も
に
も
っ
て
い
る
所
領
」
、
「
本
所
一
円
知
行
地
」
と
は
「
義
詮
の
時
代
か
ら
半
済
や
預
け
置
き
な
ど
を
ま
ぬ
が
れ
て
本
所
が
現
実
に
知
行
し
て
き
た
所
領
」
、
「
寺
社
一
円
仏
神
領
」
に
対
置
さ
れ
る
非
一
円
と
は
「
難
有
本
家
寺
社
領
之
号
、
於
領
家
人
給
之
地
」
‖
本
家
は
寺
社
で
あ
っ
て
も
領
家
職
が
人
給
の
地
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
応
安
大
法
に
は
仏
神
領
に
対
す
る
極
端
な
保
護
政
策
が
あ
っ
た
と
い
う
笠
松
説
と
、
国
衙
領
は
本
所
領
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
永
原
説
を
発
展
さ
せ
て
、
応
安
大
法
の
実
際
の
適
用
例
を
九
州
・
畿
内
近
34
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国
・
東
海
諸
国
の
史
料
に
即
し
て
吟
味
し
て
、
永
原
説
を
一
部
批
判
的
に
継
承
し
、
笠
松
説
の
一
部
を
修
正
し
た
。
つ
ま
り
、
寺
社
・
本
所
が
本
家
職
・
領
家
職
で
あ
る
寺
社
本
所
一
円
領
で
は
半
済
令
が
除
外
さ
れ
る
点
で
は
諸
説
一
致
し
て
い
た
が
、
半
済
令
が
適
用
さ
れ
る
諸
国
本
所
領
の
解
釈
が
永
原
説
で
は
地
頭
職
の
設
置
さ
れ
た
非
一
円
の
本
所
領
と
す
る
の
に
対
し
て
、
笠
松
説
は
非
地
頭
職
の
寺
社
本
所
一
円
領
に
こ
そ
半
済
令
が
適
用
さ
れ
た
と
し
て
そ
の
理
解
が
正
反
対
で
あ
っ
た
。
村
井
は
応
安
大
法
の
適
用
令
を
全
国
か
ら
抽
出
し
て
、
地
頭
職
の
な
い
本
所
一
円
領
で
も
、
地
頭
職
の
お
か
れ
た
本
所
の
非
一
円
領
で
も
半
済
令
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
応
安
大
法
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
「
こ
の
大
法
を
う
け
と
り
運
用
し
た
の
は
寺
社
で
あ
り
、
仏
神
領
の
興
行
を
目
的
と
し
た
徳
政
令
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
指
摘
す
る
。
　
こ
の
村
井
論
文
は
ひ
と
つ
の
室
町
幕
府
法
を
徳
政
と
い
う
社
会
的
風
潮
の
中
で
再
評
価
し
、
そ
の
法
令
の
実
際
の
適
用
例
か
ら
、
寺
社
勢
力
が
在
地
勢
力
か
ら
現
実
的
な
譲
歩
を
か
ち
と
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
荘
園
支
配
の
あ
り
方
や
土
地
所
有
関
係
に
お
け
る
根
本
的
な
変
革
は
回
避
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
こ
の
村
井
論
文
は
研
究
史
上
で
は
徳
政
論
の
枠
内
で
読
ま
れ
て
い
る
が
、
荘
園
制
論
と
し
て
読
み
直
し
て
み
れ
ば
、
室
町
幕
府
特
有
の
荘
園
政
策
の
枠
組
み
を
検
討
す
る
上
で
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
室
町
幕
府
に
よ
る
荘
園
制
再
編
政
策
の
流
れ
の
な
か
に
、
応
安
大
法
を
位
置
づ
け
て
再
評
価
し
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
様
相
が
み
え
て
く
る
の
も
事
実
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
［応
安
大
法
と
荘
園
制
の
再
編
成
］
　
第
一
は
、
延
文
二
年
令
で
は
じ
め
て
登
場
し
た
「
寺
社
一
円
之
地
井
禁
裏
仙
洞
勅
役
料
所
等
」
と
い
う
所
領
群
が
、
応
安
大
法
で
は
「
禁
裏
　
仙
洞
御
料
所
・
寺
社
一
円
仏
神
領
・
殿
下
渡
領
等
」
と
義
詮
以
来
の
「
本
所
一
円
知
行
地
事
」
と
し
て
よ
り
そ
の
内
容
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
宮
川
説
は
こ
れ
を
荘
務
権
の
構
造
の
ち
が
い
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
や
ま
り
で
本
家
職
・
領
家
職
の
所
在
に
も
と
つ
く
荘
園
所
領
区
分
法
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
幕
府
法
が
到
達
し
た
特
別
保
護
荘
園
群
は
、
禁
裏
御
領
・
院
領
・
殿
下
渡
領
・
本
家
領
家
職
一
円
の
寺
社
領
と
、
義
詮
以
来
本
所
の
知
行
地
と
し
て
限
定
的
に
特
定
さ
れ
固
定
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
所
領
区
分
さ
れ
た
荘
園
群
は
半
済
令
適
用
を
除
外
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
本
所
側
雑
掌
へ
の
全
面
的
所
領
返
付
と
い
う
最
も
厚
い
本
所
領
保
護
政
策
が
と
ら
れ
た
。
室
町
期
に
禁
裏
御
領
・
院
領
や
殿
下
渡
領
が
史
料
上
に
頻
繁
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
禁
裏
御
領
や
殿
下
渡
料
と
は
い
か
な
る
荘
園
群
を
指
す
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
長
い
研
究
史
が
あ
る
。
王
家
領
・
摂
関
家
領
を
始
め
多
く
の
俗
人
領
で
は
領
家
職
や
地
頭
職
が
寺
社
に
寄
進
さ
れ
、
将
軍
家
に
お
い
て
も
禅
宗
所
領
が
激
増
す
る
。
こ
れ
は
室
町
期
荘
園
制
の
特
徴
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
特
別
保
護
荘
園
群
の
登
場
に
よ
る
室
町
期
再
版
荘
園
制
の
特
徴
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
第
二
は
、
応
安
大
法
の
「
其
外
諸
国
本
所
領
は
暫
く
半
分
に
相
分
け
、
下
地
を
雑
掌
に
沙
汰
付
し
、
向
後
知
行
を
全
う
せ
し
む
べ
し
」
と
い
う
法
令
が
、
延
文
二
年
令
の
「如
此
之
所
々
に
お
い
て
は
、
先
ず
下
地
を
均
分
し
一
方
を
雑
掌
に
返
付
す
べ
き
也
、
相
残
る
分
に
至
り
て
は
追
っ
て
其
沙
汰
あ
る
べ
し
」
と
い
う
下
地
均
分
法
の
条
文
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
延
文
二
年
に
は
じ
ま
る
全
国
で
の
「
下
地
の
半
済
」
の
実
施
法
令
を
受
け
た
上
で
そ
の
延
長
線
上
に
応
安
大
法
で
は
じ
め
て
室
町
幕
府
は
「
諸
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
の
範
疇
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
や
「
諸
国
本
所
領
」
で
は
下
地
を
均
分
し
半
分
を
本
所
雑
掌
に
沙
汰
付
す
る
こ
と
が
命
令
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
佐
藤
の
指
摘
す
る
「
下
地
の
半
済
」
に
相
当
す
る
。
追
加
法
五
六
条
・
五
七
条
で
は
下
地
中
分
に
よ
っ
て
半
分
を
本
所
側
に
返
付
す
る
の
は
、
「
軍
勢
発
向
」
を
公
認
さ
れ
た
「
三
ヶ
国
本
所
領
」
「
八
ヶ
国
本
所
領
」
や
「
戦
場
両
国
」
の
諸
国
本
所
領
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
応
安
大
法
で
は
そ
の
枠
が
取
り
払
わ
れ
、
「
諸
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
の
枠
組
み
が
法
概
念
と
し
て
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
村
井
が
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
地
頭
職
の
上
に
領
家
・
本
家
職
を
も
本
所
側
が
も
っ
た
本
所
領
で
も
、
地
頭
職
の
な
い
本
所
領
で
も
半
済
令
は
適
用
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
や
、
軍
勢
発
向
に
関
係
な
く
全
国
の
本
所
領
で
半
35
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済
令
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
諸
国
本
所
領
で
は
下
地
均
分
に
よ
り
半
分
は
本
所
雑
掌
、
半
分
は
武
家
被
官
輩
の
知
行
が
公
認
さ
れ
両
者
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
諸
国
本
所
領
の
中
に
国
衙
領
が
含
み
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
ま
で
の
荘
園
・
公
領
と
い
う
所
領
区
分
は
も
は
や
室
町
幕
府
法
で
は
無
意
味
に
な
っ
た
。
網
野
の
提
起
し
た
荘
園
公
領
制
概
念
が
室
町
期
荘
園
制
に
は
適
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
か
ら
あ
き
ら
か
に
な
る
。
　
第
三
に
、
応
安
令
が
対
象
と
す
る
寺
社
本
所
領
と
は
地
頭
職
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
寺
社
本
所
一
円
領
だ
け
で
は
な
く
、
地
頭
職
の
上
に
本
家
・
領
家
職
を
置
い
た
寺
社
領
や
本
所
領
を
も
含
ん
で
い
た
。
「
本
家
職
が
寺
社
で
領
家
職
が
人
給
の
仏
神
領
」
は
本
所
領
に
准
じ
て
処
置
す
る
。
本
所
領
が
誤
っ
て
将
軍
家
下
文
に
よ
っ
て
武
家
被
官
輩
に
与
え
ら
れ
た
所
領
で
は
替
地
を
充
行
う
こ
と
に
し
、
ま
ず
本
所
側
が
給
人
を
決
め
半
分
を
知
行
さ
せ
守
護
の
干
渉
は
禁
止
す
る
。
鎌
倉
幕
府
以
来
月
卿
雲
客
に
与
え
ら
れ
た
地
頭
職
は
本
所
領
に
混
ぜ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
半
済
令
は
除
外
す
る
。
こ
う
し
て
、
本
家
職
・
領
家
職
・
地
頭
職
を
そ
れ
ぞ
れ
だ
れ
が
も
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
厳
密
な
所
領
区
分
を
行
っ
て
半
済
令
の
適
用
と
下
地
均
分
の
返
付
を
確
定
し
て
い
っ
た
。
永
原
は
こ
の
政
策
が
重
層
的
な
職
の
体
系
を
破
壊
し
た
と
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
寺
社
が
本
家
職
・
領
家
職
の
両
者
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
寺
社
本
所
一
円
領
と
し
て
全
面
的
に
武
家
領
を
排
除
す
る
が
、
領
家
職
が
人
給
で
あ
る
荘
園
の
場
合
は
本
所
領
に
准
じ
て
一
部
武
家
領
の
存
在
を
公
認
し
た
の
で
あ
る
。
地
頭
職
を
武
家
被
官
輩
が
も
っ
て
い
る
場
合
は
下
地
均
分
を
行
う
が
、
月
卿
雲
客
が
も
っ
て
い
る
荘
園
で
は
諸
国
本
所
領
と
は
別
の
も
の
と
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
下
地
均
分
は
お
こ
な
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
い
か
な
る
所
職
を
だ
れ
が
も
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
下
地
の
半
済
の
適
用
法
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
応
安
大
法
で
は
半
済
令
は
こ
れ
ま
で
の
諸
学
説
が
理
解
し
て
い
る
よ
う
な
年
貢
の
半
済
で
は
な
く
、
延
文
二
年
追
加
法
を
受
け
た
下
地
の
半
済
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
家
職
・
領
家
職
・
地
頭
職
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
上
下
に
階
層
的
重
層
的
に
存
在
す
る
身
分
的
な
得
分
権
で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
職
も
本
家
分
や
領
家
方
・
地
頭
方
と
し
て
特
定
さ
れ
所
領
化
し
て
「
相
給
」
と
し
て
併
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
「
所
職
の
下
地
化
」
と
呼
ぼ
う
。
い
ま
や
す
べ
て
の
所
職
は
い
ず
れ
も
下
地
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
の
検
討
か
ら
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
は
、
す
べ
て
の
荘
園
所
領
群
を
、
武
家
領
、
禁
裏
御
料
・
院
領
・
殿
下
渡
領
・
寺
社
一
円
仏
神
領
・
本
所
一
円
知
行
地
、
諸
国
本
所
領
に
所
領
区
分
し
、
寺
社
本
所
領
保
護
政
策
に
段
階
差
を
設
け
る
と
と
も
に
軍
事
上
必
要
不
可
欠
な
武
家
被
官
輩
へ
の
知
行
安
堵
策
を
協
調
的
に
施
行
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
所
領
の
再
配
分
を
実
施
さ
せ
た
手
段
が
「
下
地
の
半
済
」
・
「
所
職
の
下
地
化
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
て
官
軍
に
よ
っ
て
強
制
執
行
さ
れ
て
生
み
出
さ
れ
た
室
町
期
荘
園
制
を
再
版
荘
園
制
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
む
す
び
に
　
以
上
の
検
討
か
ら
、
室
町
期
荘
園
制
で
は
荘
園
・
公
領
と
い
う
所
領
区
分
は
消
滅
し
、
武
家
領
・
禁
裏
御
料
・
院
領
・
殿
下
渡
領
・
寺
社
一
円
仏
神
領
・
本
所
一
円
知
行
地
、
領
家
人
給
之
地
、
月
卿
雲
客
知
行
地
頭
職
、
諸
国
本
所
領
な
ど
に
細
分
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
み
て
き
た
。
武
家
領
も
再
版
荘
園
制
で
あ
る
。
　
と
す
れ
ば
、
永
和
年
間
に
史
料
上
確
認
さ
れ
た
「
東
国
本
所
領
」
と
い
う
所
領
群
は
こ
の
「
諸
国
本
所
領
」
の
登
場
の
一
環
と
し
て
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
本
稿
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
［西
国
本
所
領
の
存
在
］
　
も
と
も
と
、
室
町
幕
府
は
「
軍
勢
発
向
」
し
た
諸
国
の
本
所
領
に
半
済
令
を
適
用
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
観
応
三
年
に
「
近
江
、
美
濃
、
尾
張
三
ヶ
国
本
所
領
」
（
五
六
条
⑪
）
と
「
八
ヶ
国
本
所
領
」
（
五
七
条
⑫
）
が
み
え
る
の
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
延
長
線
上
に
「
東
国
本
所
領
」
が
出
て
き
た
も
の
と
み
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
も
そ
の
論
理
が
歴
史
上
機
能
し
て
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い
た
と
す
る
な
ら
、
西
国
本
所
領
と
い
う
所
領
群
も
当
然
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
論
証
す
る
史
料
と
し
て
『
園
太
暦
』
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
十
一
月
十
六
日
条
を
あ
げ
よ
う
。
　
天
晴
、
今
日
道
誉
為
武
家
使
、
向
執
権
大
納
言
許
、
彼
卿
依
所
労
不
参
、
如
例
以
経
量
朝
臣
申
入
云
一
、
播
州
敵
陣
出
来
之
由
、
風
聞
之
間
、
為
退
治
、
要
害
国
領
垂
水
郷
住
吉
已
下
保
　
　
㊥
繊
可
申
請
事
、
一
、
西
国
寺
社
本
所
領
事
、
難
乱
国
、
不
可
自
専
之
旨
、
申
入
罷
立
了
、
而
臨
期
難
　
　
義
非
無
還
　
、
若
真
実
為
難
治
者
、
可
申
請
也
、
兼
伺
時
宜
云
々
一
、
兵
衛
督
入
道
有
陰
謀
之
企
之
由
有
其
聞
、
可
追
討
之
旨
、
可
被
下
院
宣
事
　
三
箇
条
悉
聞
食
之
由
被
仰
、
就
中
追
討
事
、
被
下
院
宣
了
、
真
実
将
軍
所
存
欺
、
　
尤
不
審
事
也
　
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
十
一
月
佐
々
木
高
氏
が
武
家
使
と
し
て
執
権
中
御
門
経
顕
の
下
に
申
入
れ
を
し
た
が
、
経
顕
は
疲
労
の
た
め
代
わ
っ
て
経
量
朝
臣
が
そ
の
内
容
を
光
厳
上
皇
に
院
奏
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
イ
、
播
州
で
将
軍
尊
氏
の
敵
で
あ
る
直
義
・
直
冬
ら
の
軍
勢
が
在
陣
し
た
の
で
、
退
治
の
た
め
要
害
と
し
て
国
領
の
垂
水
郷
・
住
吉
以
下
の
保
を
み
と
め
て
ほ
し
い
。
ロ
、
「
西
国
寺
社
本
所
領
」
は
乱
国
状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
所
側
が
自
専
し
な
い
よ
う
に
申
入
れ
に
参
上
し
た
。
こ
の
時
期
に
臨
み
、
武
家
側
が
難
儀
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
朝
廷
側
の
不
審
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
も
し
本
当
に
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
武
家
側
に
認
め
て
ほ
し
い
。
ハ
、
足
利
直
義
が
謀
反
を
企
て
て
い
る
と
の
噂
が
あ
る
、
追
討
の
た
め
光
厳
上
皇
の
院
宣
を
下
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
三
点
に
つ
い
て
は
光
厳
上
皇
か
ら
許
可
の
仰
せ
が
あ
っ
た
。
特
に
追
討
の
院
宣
は
下
っ
た
。
し
か
し
、
洞
院
公
賢
は
こ
れ
ら
が
将
軍
尊
氏
の
意
思
な
の
か
ど
う
か
不
審
で
あ
る
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
　
こ
こ
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
観
応
擾
乱
が
始
ま
っ
た
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
十
一
月
段
階
で
、
尊
氏
は
光
厳
上
皇
に
「
西
国
寺
社
本
所
領
」
に
つ
い
て
乱
国
で
は
あ
る
か
ら
朝
廷
・
本
所
側
が
自
専
し
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
西
国
寺
社
本
所
領
」
に
も
将
軍
家
の
軍
勢
が
発
向
し
て
戦
闘
状
況
に
な
っ
た
と
き
、
武
家
側
に
よ
る
兵
糧
料
所
の
設
置
に
朝
廷
が
協
力
す
る
よ
う
に
も
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
武
家
と
院
が
合
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
の
追
加
法
三
〇
条
⑧
に
「
一
山
賊
海
賊
事
、
糾
明
出
入
之
在
所
、
有
領
主
同
意
之
儀
者
、
於
其
所
者
、
永
可
令
改
補
地
頭
職
、
至
本
所
寺
社
領
者
、
静
識
之
程
可
被
補
地
頭
哉
否
、
可
経
奏
聞
焉
」
と
あ
る
。
本
所
領
・
寺
社
領
で
は
政
治
的
動
乱
が
安
定
し
た
時
期
に
な
っ
て
地
頭
を
置
く
か
否
か
に
つ
い
て
院
へ
の
奏
聞
を
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
要
害
の
地
に
つ
い
て
の
処
置
は
、
そ
の
後
、
延
文
二
年
（
］
三
五
七
）
の
追
加
法
七
九
条
⑯
の
一
文
に
「
次
要
害
地
事
、
下
地
相
分
、
年
貢
支
配
、
両
様
之
多
少
、
兼
日
難
定
、
随
在
所
之
用
否
、
宜
為
臨
時
裁
断
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
闘
上
必
要
不
可
欠
な
要
害
の
地
が
寺
社
領
本
所
領
に
あ
る
場
合
に
下
地
の
半
済
に
す
る
の
か
、
年
貢
の
半
済
に
す
る
の
か
、
緊
急
に
は
決
め
が
た
い
の
で
院
側
と
協
議
し
て
臨
時
の
裁
断
に
す
る
と
い
う
処
理
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
観
応
擾
乱
の
中
で
幕
府
軍
の
発
向
し
た
「
西
国
寺
社
本
所
領
」
に
お
い
て
こ
れ
ら
幕
府
法
と
同
じ
こ
と
が
事
実
上
前
倒
し
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
建
武
四
年
か
ら
応
安
元
年
の
荘
園
政
策
立
法
は
内
乱
期
の
経
験
や
教
訓
を
政
策
化
し
法
令
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
こ
の
こ
と
は
、
九
条
家
領
甲
斐
国
志
摩
荘
に
お
い
て
み
ら
れ
た
「
東
国
本
所
領
」
の
「
武
家
御
沙
汰
」
と
同
じ
対
応
と
い
え
よ
う
。
将
軍
側
は
、
西
国
寺
社
本
所
領
で
も
、
さ
ら
に
は
東
国
本
所
領
に
お
い
て
も
武
家
側
の
介
入
を
院
に
許
容
さ
せ
、
下
地
の
半
済
に
よ
り
半
分
は
本
所
側
雑
掌
に
返
付
す
る
代
わ
り
に
半
分
は
武
家
被
官
輩
の
知
行
を
公
認
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
［内
乱
期
に
お
け
る
幕
府
・
北
朝
の
政
策
的
優
位
］
　
こ
の
政
策
の
推
進
は
内
乱
で
の
戦
闘
中
、
諸
国
に
お
い
て
武
家
被
官
の
知
行
を
安
堵
す
る
一
方
で
、
本
所
領
家
・
寺
社
・
公
家
ら
の
知
行
を
も
保
証
す
る
と
い
う
二
つ
の
階
級
利
害
の
調
整
に
室
町
幕
府
と
北
朝
側
が
成
功
す
る
政
策
を
見
つ
け
出
し
た
こ
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と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
尊
氏
軍
は
軍
勢
発
向
し
た
諸
国
に
お
い
て
、
武
家
被
官
の
支
持
と
寺
社
や
公
家
層
の
支
持
も
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
軍
事
的
に
も
行
政
的
に
も
優
位
に
立
ち
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
的
優
位
が
北
朝
側
に
軍
事
的
勝
利
を
保
証
し
た
と
い
え
よ
う
。
室
町
期
荘
園
制
の
新
し
い
所
領
区
分
と
荘
園
政
策
立
法
が
内
乱
の
進
行
と
と
も
に
次
第
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
も
将
軍
家
の
軍
事
的
勝
利
を
背
景
に
し
て
い
た
。
東
国
に
お
い
て
も
東
国
本
所
領
の
武
家
沙
汰
が
決
ま
っ
た
永
和
二
年
前
後
に
は
ほ
ぼ
北
朝
の
軍
事
的
勝
利
が
明
確
に
な
り
、
永
和
四
年
に
は
将
軍
義
満
が
花
の
御
所
に
移
っ
て
い
る
。
再
版
荘
園
制
の
成
立
過
程
は
、
政
治
軍
事
史
と
一
体
と
な
っ
て
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
　
本
稿
は
、
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
を
再
検
討
し
、
室
町
期
の
荘
園
制
を
再
版
荘
園
制
と
し
て
評
価
す
べ
き
こ
と
を
東
国
本
所
領
の
存
在
を
通
じ
て
問
題
提
起
し
た
。
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
が
東
国
荘
園
の
個
別
事
例
の
中
で
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
東
国
本
所
領
の
領
家
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
「
武
家
御
沙
汰
」
は
ど
の
よ
う
に
具
体
化
現
実
化
さ
れ
て
い
た
の
か
、
東
国
の
再
版
荘
園
制
は
ど
の
よ
う
に
解
体
し
た
の
か
、
な
ど
の
重
要
な
諸
点
は
い
ず
れ
も
別
稿
「
東
国
荘
園
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
と
国
家
的
保
障
体
制
」
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ら
の
諸
点
の
解
明
な
し
に
は
室
町
期
再
版
荘
園
制
論
が
成
り
立
ち
得
な
い
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。
読
者
の
ご
教
示
を
え
な
が
ら
、
そ
の
究
明
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
註（
1
）
　
永
原
慶
二
『
荘
園
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
八
）
。
（
2
）
　
宮
川
満
「
荘
園
制
の
解
体
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
7
中
世
3
』
岩
波
書
店
一
九
六
七
）
　
　
の
ち
に
『
宮
川
満
著
作
集
　
1
　
荘
園
村
落
・
農
民
の
動
向
』
（
第
一
書
房
、
一
九
九
八
）
。
（
3
）
　
羽
下
徳
彦
「
越
後
に
於
る
守
護
領
国
の
形
成
」
（
『
史
学
雑
誌
』
六
八
　
八
、
一
九
五
九
）
、
　
　
田
沼
睦
「
国
衙
領
の
領
有
形
態
と
守
護
領
国
」
（
『
日
本
史
研
究
』
八
〇
、
一
九
六
五
）
、
同
　
　
「
室
町
幕
府
・
守
護
・
国
人
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
7
中
世
3
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
）
。
（
4
）
　
新
田
英
治
「
室
町
時
代
の
公
家
領
に
お
け
る
代
官
請
負
に
関
す
る
一
考
察
」
（
實
月
圭
吾
先
　
　
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
）
、
須
磨
千
頴
「
土
　
倉
に
よ
る
荘
園
年
貢
収
納
の
請
負
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
〇
ー
六
、
一
九
七
一
）
、
安
　
　
西
欣
治
『
崩
壊
期
荘
園
史
の
研
究
』
（
岩
田
書
院
、
一
九
九
四
）
。
代
官
請
負
制
を
荘
園
制
と
　
　
は
異
質
な
も
の
と
し
て
評
価
す
る
永
原
慶
二
「
荘
園
解
体
期
に
お
け
る
請
負
代
官
制
」
三
講
　
　
座
日
本
荘
園
史
4
、
荘
園
の
解
体
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）
が
あ
る
。
拙
稿
「
室
町
期
　
　
の
代
官
請
負
契
約
と
債
務
保
証
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
生
活
環
境
の
歴
史
的
変
遷
』
雄
　
　
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
）
は
、
代
官
請
負
制
が
室
町
幕
府
に
よ
る
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
と
債
　
　
務
保
証
に
裏
付
け
ら
れ
た
流
通
構
造
に
支
え
ら
れ
た
国
家
的
保
証
体
制
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
　
　
た
。
（
5
）
　
稲
垣
泰
彦
『
日
本
中
世
社
会
史
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
）
、
安
田
次
郎
「
百
　
　
姓
名
と
土
地
所
有
」
・
久
留
島
典
子
「
東
寺
領
山
城
国
久
世
荘
の
名
主
職
に
つ
い
て
」
（
木
村
　
　
茂
光
・
井
原
今
朝
男
編
『
展
望
日
本
歴
史
8
荘
園
公
領
制
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
所
収
）
。
（
6
）
　
南
北
朝
内
乱
以
後
、
荘
園
領
主
が
膝
下
荘
園
の
再
編
成
を
強
化
し
た
と
す
る
見
解
は
、
熱
　
　
田
公
「
室
町
時
代
の
高
野
山
領
荘
園
に
つ
い
て
」
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
、
一
九
五
九
）
、
同
　
　
「
室
町
時
代
の
興
福
寺
領
荘
園
に
つ
い
て
」
（
『
史
林
』
四
四
ー
三
、
一
九
六
三
）
、
小
泉
宜
右
　
　
「
内
乱
期
の
社
会
変
動
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
6
』
中
世
2
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）
。
最
　
　
近
で
は
菅
原
正
子
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）
。
（
7
）
　
島
田
次
郎
「
荘
園
制
的
収
取
体
系
の
変
質
と
解
体
」
（
「
講
座
日
本
荘
園
史
4
』
吉
川
弘
文
　
　
館
、
一
九
九
九
）
。
（
8
）
　
黒
川
直
則
「
守
護
領
国
制
と
荘
園
体
制
」
（
『
日
本
史
研
究
』
五
七
、
一
九
六
一
）
、
大
山
喬
　
　
平
「
室
町
末
・
戦
国
初
期
の
権
力
と
農
民
」
（
『
日
本
史
研
究
』
七
九
、
一
九
六
五
）
。
（
9
）
永
原
慶
二
「
東
国
に
お
け
る
惣
領
制
の
解
体
過
程
」
（
『
日
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
　
　
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
）
、
峰
岸
純
夫
『
中
世
の
東
国
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
）
、
　
　
岸
田
浩
之
「
室
町
幕
府
・
守
護
と
荘
園
」
（
『
講
座
日
本
荘
園
史
4
』
前
掲
書
）
。
（
1
0
）
　
東
国
荘
園
研
究
を
代
表
す
る
峰
岸
純
夫
「
東
国
武
士
の
基
盤
ー
上
野
国
新
田
荘
」
（
稲
垣
泰
　
　
彦
編
『
荘
園
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
）
は
領
家
年
貢
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
　
　
な
い
。
網
野
善
彦
「
常
陸
国
信
太
荘
」
（
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
東
京
大
學
出
版
会
、
　
　
一
九
七
八
）
は
鎌
倉
前
期
に
金
剛
寺
領
と
し
て
の
領
家
職
は
有
名
無
実
と
し
、
信
太
東
条
は
　
　
鎌
倉
末
に
東
条
荘
に
な
る
と
し
、
東
寺
雑
掌
の
支
配
は
下
地
に
及
ば
ず
「
惣
管
領
之
仁
」
か
　
　
ら
年
貢
銭
を
受
け
取
っ
た
の
み
で
、
貞
和
・
観
応
・
延
文
年
間
に
は
信
太
荘
は
「
決
定
的
に
　
　
東
寺
の
手
か
ら
は
な
れ
去
っ
た
」
（
四
九
九
頁
）
と
評
価
す
る
。
鎌
倉
府
の
御
料
所
や
鎌
倉
寺
　
　
院
の
所
領
を
解
明
し
た
貴
重
な
研
究
と
し
て
山
田
邦
明
『
鎌
倉
府
と
関
東
』
（
校
倉
書
房
　
一
　
　
九
九
五
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
も
武
家
領
と
し
て
の
所
領
が
分
析
の
対
象
と
さ
れ
、
　
　
本
所
領
荘
園
の
領
家
年
貢
や
財
物
の
京
上
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
新
川
武
紀
『
下
野
中
世
史
の
新
研
究
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
四
）
や
小
国
浩
寿
『
鎌
倉
府
　
　
体
制
と
東
国
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
で
も
東
国
農
民
に
と
っ
て
の
荘
園
制
の
極
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桔
と
い
う
分
析
視
角
は
み
ら
れ
な
い
。
近
年
、
新
田
英
治
「
中
世
後
期
、
東
西
両
地
域
間
の
　
　
所
領
相
博
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
学
習
院
史
学
』
三
七
、
一
九
九
九
）
が
、
鹿
王
院
領
、
天
　
　
竜
寺
領
な
ど
や
所
領
相
博
の
事
例
か
ら
「
中
世
後
期
の
東
国
荘
園
に
お
い
て
も
年
貢
収
納
そ
　
　
の
も
の
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
大
き
な
問
題
は
財
物
の
流
通
過
　
　
程
に
あ
っ
た
」
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
事
柄
を
指
摘
し
て
い
る
。
東
国
荘
園
年
貢
の
京
上
　
　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
（
1
1
）
　
戦
国
期
の
「
領
」
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
純
夫
「
戦
国
時
代
の
「
領
」
と
領
国
」
三
中
世
の
　
　
東
国
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
）
。
藤
木
久
志
「
大
名
領
国
の
経
済
構
造
」
（
『
戦
国
社
　
　
会
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
）
、
中
丸
和
伯
「
後
北
条
氏
と
虎
印
判
状
」
（
稲
垣
　
　
泰
彦
・
永
原
慶
二
編
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
）
。
（
1
2
）
　
寺
社
造
営
と
勧
進
お
よ
び
棟
別
銭
徴
収
に
つ
い
て
は
、
中
ノ
堂
一
信
「
中
世
的
『
勧
進
』
　
　
の
形
成
過
程
」
（
日
本
史
研
究
会
史
料
部
会
編
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
創
元
社
、
一
九
七
　
　
〇
）
、
永
村
真
『
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』
（
塙
書
房
、
一
九
八
九
）
、
松
尾
剛
次
『
勧
進
　
　
と
破
戒
の
中
世
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
）
な
ど
参
照
。
東
寺
に
つ
い
て
は
網
野
善
彦
　
　
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
）
、
橋
本
初
子
『
中
世
東
寺
と
　
　
弘
法
大
師
信
仰
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
）
、
伊
藤
俊
一
「
室
町
時
代
に
お
け
る
東
寺
修
　
　
造
勧
進
」
（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
に
み
る
中
世
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
　
　
九
）
参
照
。
東
国
寺
社
に
つ
い
て
は
、
小
森
正
明
「
寺
社
の
造
営
か
ら
み
た
中
世
後
期
の
東
　
　
国
社
会
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
四
入
、
一
九
九
七
）
。
円
覚
寺
文
書
は
『
鎌
倉
市
史
資
料
編
』
　
　
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
）
、
『
神
奈
川
県
史
資
料
編
3
上
下
』
（
神
奈
川
県
、
一
九
七
五
）
　
　
に
よ
る
。
以
下
、
後
者
の
典
拠
は
、
文
書
番
号
を
あ
わ
せ
て
「
神
四
七
八
七
」
の
ご
と
く
略
　
　
記
す
る
。
（
1
3
）
　
小
森
正
明
前
掲
論
文
三
〇
頁
（
1
4
）
　
網
野
善
彦
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
八
）
、
豊
島
修
「
熊
野
信
仰
と
勧
進
　
　
聖
」
（
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
『
近
畿
霊
山
と
修
験
道
』
名
著
出
版
、
一
九
七
六
）
、
榎
原
雅
　
　
治
「
山
伏
が
棟
別
銭
を
集
め
た
話
」
（
『
日
本
中
世
地
域
社
会
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
　
　
〇
、
初
出
は
一
九
入
六
）
。
（
1
5
）
　
黒
崎
敏
「
棟
別
銭
ノ
ー
ト
」
（
『
史
学
雑
誌
』
　
一
〇
七
－
一
一
、
一
九
九
八
）
。
（
1
6
）
　
藤
木
久
志
「
大
名
領
国
の
経
済
構
造
」
（
『
日
本
経
済
史
大
系
2
　
中
世
』
東
京
大
学
出
版
　
会
、
「
九
六
五
）
。
（
1
7
）
泉
谷
康
夫
「
名
役
・
在
家
役
・
棟
別
銭
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
〇
一
、
一
九
九
〇
、
の
ち
に
　
　
泉
谷
康
夫
『
日
本
中
世
社
会
成
立
史
の
研
究
』
高
科
書
店
、
一
九
九
二
所
収
）
。
（
1
8
）
安
田
次
郎
『
中
世
の
興
福
寺
と
大
和
』
（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
、
東
島
誠
『
公
共
圏
　
　
の
歴
史
的
創
造
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
）
。
（
1
9
）
　
宮
地
直
一
「
六
条
新
八
幡
宮
の
性
質
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
　
一
〇
ー
三
・
四
、
一
九
二
〇
）
、
　
　
海
老
名
尚
・
福
田
豊
彦
「
「
六
条
八
幡
宮
造
営
注
文
」
に
つ
い
て
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　
研
究
報
告
』
四
五
、
一
九
九
二
）
。
（
2
0
）
　
東
国
国
家
論
は
論
者
に
よ
り
偏
差
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
網
野
善
彦
『
東
と
西
の
　
　
語
る
日
本
の
歴
史
』
（
そ
し
え
て
、
一
九
八
二
）
、
伊
藤
喜
良
「
室
町
期
の
国
家
と
東
国
」
　
　
（
『
中
世
国
家
と
東
国
・
奥
羽
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
、
初
出
は
一
九
七
九
）
、
佐
藤
博
信
　
　
「
戦
国
期
に
お
け
る
東
国
国
家
論
の
一
視
点
」
（
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
　
　
九
八
九
　
初
出
は
一
九
七
九
）
参
照
。
こ
れ
ら
東
国
国
家
論
へ
の
批
判
は
少
な
い
な
が
ら
、
　
　
青
山
文
彦
「
内
閣
文
庫
所
蔵
『
諸
国
文
書
』
所
収
事
書
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
『
歴
史
』
　
　
八
一
・
八
二
、
一
九
九
四
）
、
新
田
英
治
「
中
世
後
期
の
東
国
守
護
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
」
　
　
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
四
〇
、
一
九
九
四
、
）
が
重
要
で
あ
る
。
研
究
史
に
つ
い
　
　
て
は
拙
論
「
9
0
年
代
日
本
中
世
史
の
研
究
動
向
と
課
題
」
（
『
歴
史
評
論
』
六
一
八
、
二
〇
〇
　
　
一
）
。
（
2
1
）
　
網
野
善
彦
前
掲
注
（
1
0
）
論
文
、
網
野
善
彦
「
常
陸
国
に
お
け
る
荘
園
・
公
領
と
諸
勢
力
　
　
の
消
長
」
（
『
茨
城
県
史
研
究
』
二
三
・
二
四
、
「
九
七
二
）
、
山
本
隆
志
「
常
陸
国
信
太
荘
の
　
　
知
行
構
造
」
（
『
茨
城
県
史
研
究
』
七
七
、
一
九
九
六
）
参
照
。
（
2
2
）
　
堤
禎
子
「
常
陸
国
」
（
『
講
座
日
本
荘
園
史
5
、
東
北
・
関
東
・
東
海
地
方
の
荘
園
』
吉
川
　
　
弘
文
館
、
一
九
九
〇
）
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
日
本
荘
園
資
料
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
　
　
九
九
八
参
照
）
。
（
2
3
）
　
村
田
正
志
「
増
補
南
北
朝
史
論
」
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三
）
。
常
陸
五
か
郡
は
東
寺
造
　
　
営
料
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
東
寺
領
と
な
り
寺
社
本
所
領
に
入
る
の
も
当
然
　
　
と
い
え
よ
う
。
（
2
4
）
　
九
条
家
文
書
（
『
図
書
寮
叢
刊
　
九
条
家
文
書
』
「
四
五
二
号
）
。
以
下
『
九
』
と
略
記
。
　
　
九
条
家
文
書
は
「
山
縣
又
雅
丸
」
と
す
る
が
、
原
本
調
査
か
ら
本
文
の
よ
う
に
訂
正
し
た
。
（
2
5
）
　
網
野
善
彦
「
甲
斐
国
」
（
「
講
座
日
本
荘
園
史
』
前
掲
書
）
。
（
2
6
）
　
宮
川
満
（
前
掲
注
2
論
文
、
一
五
六
頁
）
（
2
7
）
　
宮
川
満
（
前
掲
注
2
論
文
）
（
2
8
）
　
黒
川
直
則
・
大
山
喬
平
前
掲
注
（
8
）
論
文
（
2
9
）
　
島
田
次
郎
「
半
済
制
度
の
成
立
」
（
『
史
潮
』
五
八
、
一
九
五
六
）
（
3
0
）
　
永
原
慶
二
「
荘
園
制
解
体
過
程
に
お
け
る
南
北
朝
内
乱
期
の
位
置
」
（
『
日
本
中
世
社
会
構
　
　
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
二
九
八
～
三
〇
〇
頁
）
。
（
3
1
∀
　
村
井
章
介
「
徳
政
と
し
て
の
応
安
半
済
令
」
（
安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
　
　
編
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
下
巻
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
）
。
（
3
2
）
　
東
寺
百
合
文
書
イ
3
1
・
建
武
三
年
九
月
五
日
尊
氏
御
判
御
教
書
、
東
寺
文
書
射
1
－
1
2
・
　
暦
応
二
年
十
二
月
九
日
直
氏
下
知
状
、
上
島
有
『
京
郊
荘
園
村
落
の
研
究
』
（
塙
書
房
、
一
九
　
　
七
〇
、
一
二
五
～
二
七
頁
）
。
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（
3
3
）
　
宮
川
満
（
前
掲
注
1
論
文
一
四
二
頁
）
。
（
3
4
）
　
島
田
次
郎
「
荘
園
制
的
職
体
制
の
解
体
」
（
竹
内
理
三
編
『
大
系
日
本
史
叢
書
　
土
地
制
度
　
史
1
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
三
）
。
（
3
5
）
　
工
藤
敬
一
「
荘
園
制
の
展
開
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
5
　
中
世
1
』
岩
波
書
店
、
一
九
　
　
七
五
）
。
同
『
荘
園
公
領
制
の
成
立
と
内
乱
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
）
。
（
3
6
）
　
高
橋
典
幸
「
鎌
倉
幕
府
軍
制
の
構
造
と
展
開
」
（
「
史
学
雑
誌
』
一
〇
五
　
一
、
］
九
九
六
）
。
（
3
7
）
　
工
藤
敬
一
「
荘
園
制
社
会
の
基
本
構
造
」
（
『
熊
本
歴
史
科
学
研
究
会
会
報
』
五
二
、
二
〇
　
　
〇
二
）
。
同
『
荘
園
制
社
会
の
基
本
構
造
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
）
。
（
3
8
）
　
高
橋
典
幸
「
荘
園
制
と
武
家
政
権
」
（
『
歴
史
評
論
』
六
二
二
、
二
〇
〇
二
）
。
（
3
9
）
　
佐
藤
進
一
『
日
本
の
歴
史
9
南
北
朝
の
動
乱
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
四
）
、
網
野
善
彦
　
　
『
日
本
の
歴
史
1
0
　
蒙
古
襲
来
』
（
小
学
館
、
一
九
七
四
）
・
笠
松
宏
至
『
日
本
中
世
法
史
　
　
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
）
、
海
津
］
朗
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』
（
吉
川
弘
文
館
、
　
　
一
九
九
四
）
、
同
『
蒙
古
襲
来
』
（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）
、
　
　
村
井
章
介
『
北
条
時
宗
と
蒙
古
襲
来
』
（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
一
）
。
（
4
0
）
　
市
沢
哲
「
鎌
倉
後
期
の
公
家
政
権
の
構
造
と
展
開
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
五
五
、
一
九
九
　
　
二
）
。
（
4
1
）
　
海
津
一
朗
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』
（
前
掲
注
3
9
書
）
（
4
2
）
　
海
津
は
『
蒙
古
襲
来
』
（
前
掲
書
　
一
四
三
頁
）
で
「
幕
府
は
西
国
守
護
に
一
〇
月
ま
で
に
　
　
国
内
の
寺
社
本
所
領
の
在
所
お
よ
び
当
知
行
者
名
を
書
い
た
台
帳
・
太
田
文
を
提
出
す
る
よ
　
　
う
指
令
し
た
」
と
叙
述
す
る
。
そ
の
典
拠
を
示
さ
な
い
が
『
中
世
の
変
革
と
徳
政
』
（
前
掲
　
　
書
）
「
鎌
倉
時
代
の
神
領
興
行
法
・
適
用
事
例
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
弘
安
八
年
二
月
の
関
東
御
　
　
教
書
（
鎌
一
五
四
三
六
）
を
根
拠
に
「
寺
社
本
所
領
の
在
所
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
し
か
　
　
し
、
こ
の
文
書
に
は
「
寺
社
本
所
領
」
の
用
語
は
ま
っ
た
く
な
く
、
本
所
領
興
行
と
は
無
関
　
　
係
で
あ
り
、
海
津
の
誤
読
で
あ
る
。
こ
の
関
東
御
教
書
は
守
護
や
国
衙
機
構
が
関
東
御
領
や
　
　
荘
園
の
領
主
を
掌
握
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
論
「
公
家
新
制
の
公
　
　
田
興
行
令
と
得
宗
領
の
公
田
開
発
」
（
『
信
濃
』
五
四
　
三
、
二
〇
〇
一
、
五
一
～
五
二
頁
）
　
　
参
照
。
（
4
3
）
　
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
八
月
十
三
日
宣
旨
（
笠
松
宏
至
・
佐
藤
進
一
・
百
瀬
今
朝
雄
編
　
　
『
中
世
政
治
社
会
思
想
　
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
）
。
（
4
4
）
　
笠
松
宏
至
『
前
掲
書
』
一
八
四
頁
。
（
4
5
）
　
『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
（
前
掲
書
）
。
な
お
、
在
地
の
荘
園
文
書
で
「
本
所
領
」
興
行
が
み
　
　
え
る
初
見
史
料
は
、
『
高
野
山
文
書
六
』
又
続
實
簡
集
七
二
i
＝
二
一
七
の
「
学
侶
評
定
事
　
　
書
」
に
「
従
去
年
建
武
四
秋
比
、
員
外
之
輩
、
於
石
垣
荘
・
阿
ヨ
河
荘
・
野
上
荘
・
小
河
柴
　
　
目
荘
・
貴
志
荘
河
東
・
荒
見
荘
等
、
伺
動
乱
之
便
、
致
濫
妨
之
間
、
仏
聖
供
灯
及
慨
怠
之
条
、
　
　
不
便
之
次
第
也
、
且
任
　
院
宣
井
将
軍
家
御
下
知
状
、
且
任
諸
国
平
均
神
社
仏
寺
本
所
領
御
　
興
行
御
事
書
、
急
速
停
止
濫
妨
、
当
知
行
如
元
無
相
違
之
様
、
被
経
御
沙
汰
之
由
、
可
申
入
　
守
護
所
御
方
事
」
と
見
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
所
領
興
行
令
は
建
武
三
・
　
　
四
年
比
に
紀
伊
国
の
高
野
山
領
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
は
悪
党
　
史
料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
所
領
興
行
と
の
関
係
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
（
4
6
）
　
こ
れ
ま
で
の
室
町
幕
府
追
加
法
の
解
釈
は
時
限
立
法
と
し
て
政
治
史
的
に
理
解
す
る
方
法
　
　
が
と
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
観
応
三
年
七
月
令
・
八
月
令
に
つ
い
て
も
小
林
一
岳
は
、
半
　
済
も
一
作
分
の
み
で
あ
り
「
観
応
の
擾
乱
の
戦
後
処
理
政
策
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
」
と
し
、
　
　
「
平
和
令
」
だ
と
評
価
す
る
（
『
日
本
中
世
の
一
揆
と
戦
争
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
一
、
三
六
　
　
三
頁
）
。
し
か
し
、
「
軍
勢
発
向
」
し
た
諸
国
に
お
い
て
「
本
所
領
」
を
確
定
し
、
「
寺
社
一
円
　
　
所
領
」
を
区
別
し
て
特
別
に
保
護
政
策
を
推
進
す
る
と
い
う
政
策
に
よ
っ
て
在
地
で
は
事
実
　
　
上
あ
た
ら
し
い
所
領
区
分
が
登
場
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
荘
園
政
策
立
法
と
し
て
機
能
し
　
　
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
『
高
野
山
文
書
六
』
又
続
賓
簡
集
七
三
ー
＝
二
六
〇
に
観
応
　
　
二
年
七
月
令
が
「
寺
家
本
所
領
事
書
案
」
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
も
、
紀
伊
国
で
も
本
　
　
所
領
興
行
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
4
7
）
　
こ
れ
ま
で
半
済
令
の
研
究
史
は
膨
大
で
あ
る
が
、
そ
の
議
論
の
枠
組
み
は
荘
園
体
制
の
存
　
　
続
維
持
と
兵
糧
料
所
の
確
保
と
の
関
係
で
半
済
令
を
論
じ
、
本
所
領
の
武
家
領
化
が
強
調
さ
　
　
れ
る
の
み
で
あ
る
。
寺
社
領
・
本
所
領
の
所
領
区
分
を
再
編
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
幕
府
の
　
　
荘
園
政
策
と
の
関
係
で
半
済
令
を
分
析
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
（
4
8
）
　
佐
藤
進
一
『
前
掲
注
3
9
書
』
（
中
公
文
庫
版
、
三
二
九
頁
）
。
「
年
貢
の
半
済
」
と
「
土
地
の
　
　
半
済
」
を
区
別
す
る
視
角
は
、
室
町
期
再
版
荘
園
制
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
（
4
9
）
　
島
田
次
郎
前
掲
注
（
2
9
）
論
文
（
小
川
信
編
『
論
集
日
本
歴
史
5
・
室
町
政
権
』
有
精
堂
、
　
　
一
九
七
五
所
収
）
、
永
原
慶
二
「
荘
園
制
解
体
過
程
に
お
け
る
南
北
朝
内
乱
期
の
位
置
」
（
『
日
　
　
本
中
世
社
会
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
初
出
は
一
九
六
二
）
、
笠
松
宏
至
（
シ
　
　
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
歴
史
8
『
南
北
朝
の
内
乱
』
学
生
社
、
一
九
七
四
、
九
四
～
一
〇
一
頁
）
。
（
5
0
）
　
村
井
章
介
前
掲
注
（
3
1
）
論
文
。
（
5
1
）
　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
奥
野
高
広
『
皇
室
御
経
済
の
研
究
』
（
畝
傍
書
房
、
一
九
四
　
　
二
）
、
村
田
正
言
「
摂
関
家
領
と
そ
の
特
質
」
（
『
植
木
博
士
還
暦
記
念
国
史
学
論
集
』
一
九
三
　
　
八
）
、
水
戸
部
正
男
「
殿
下
渡
領
の
性
質
」
（
『
法
制
史
研
究
』
四
、
一
九
五
四
）
、
宮
内
庁
書
　
　
陵
部
『
御
摂
録
渡
荘
目
録
　
解
題
』
（
九
条
家
文
書
コ
ロ
タ
イ
プ
覆
製
本
）
、
橋
本
義
彦
「
藤
　
　
氏
長
者
と
渡
領
」
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
）
、
一
九
七
六
、
拙
稿
「
摂
関
家
　
　
領
に
お
け
る
代
始
安
堵
考
」
（
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
）
。
（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
（二
〇
〇
二
年
六
月
七
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日
審
査
終
了
）
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Process　of　Establishment　of　Mllromachi　Pe㎡od　Togokll　Honjoryo　Shoen
IHARA　Kesao
Until　now，　the　view　of　the　shoen　system　in　the　Muromachi　Period　has　been　one　of　the　process　of　dis－
mantling　the　shoen　system．　The　thrust　of　this　paper　is　that　both　the　bakufU，　that　typifies　the　state　in
the　years仕om　the　Nanbokucho　Period　through　the　Oan　Period，　and　the　imperial　authorities，　were
promoting　policies　that　were　attempting　to　recon丘gure　the　shoen　system，　and　by　having　linked　into
the　movement　from　the　estate　to　the　division　into　two　halves，　a　revamped　shoen　system　emerged，　pro－
viding　stabiliW　in　the　Oei　period　in　par6cular，　and　playing　a　useful　func60n　in　socieちr．
　　　First　of　all，　in　the　Togoku　in　the　Nanbokucho　period，　it　was　the　rinshi（order）of　the　emperor　that
commanded　the　payment　of　munabetsusen，　and　that　was　enforced　through　travel　between　the　sho－
gun’s　houses　and　Kanto　kanryo／shugo．　At　the　same　time，　there　was　still　some　ethic　of　resistance，
with　the　honjoryo　of　temples　and　shrines　and　theガ’oカoη’ηo％6碗being　exempted．　Moreover，　in　the
same　period，　there　existed　shoryo　divisions　called　Togoku　Honjoryo，　and　that　was　where　the　order　to
pay　annual愉utes　was　made　in　dle允㎜of　a　samur垣order　and　protec60n　applied　unilaterally　on　dle
authority　of　the　bakufu．
　　　Secondly，　an　investigation　of　how　categories　of　regional　configuration　changed　and　emerged　re－
veals　that　the　establishment　of　shoen　policy　by　the　Muromachi　bakufu　from　Kemmu　4（1337）to　Oan　1
（1368），divided　the　shoen－shoryo　into　two　m司or　categories，　bukeryo　and　honjoryo．　Moreover，　when
the　trends　in　the　establishment　of　shoen　policies　by　the　bakufu　are　examined，　from　the　ordinance　in
Enb皿2（1357），in　addition　to　recognizing　the　chigyo（possession）of　the似舵M肋κwho　hold　chigyo
land，　a　law　dividing　half　of　the　land　between　samurai　and　the　ho司o　was　enforced．　Moreover，　new　sho－
ryo　divisions　called“jisha　ichiennochi”and‘‘ん沈γi　sθ川o　c苑oん抑α吻ハッosカo”emerged，　and　a　full－scale
protective　policy　was　taken　for　them．　This　enabled　both　the　buke　hikan　and　the　shoen　ryoshu　level　to
gain　bene6ts　simultaneously．　The　shokoku　honjoryo　made　its五rst　appearance　in　the　gγθα〃α2〃ρ∫0ακ，
and　it　has　become　clear　that　it　was　an　extrapola60n　of　this　move　that　led　to　saikokll　jisha　honjoryo　ex－
is廿ng　in　parallel　with　the　togoku　honjoryo．
　　　This　paper　states　that，　as　a　result，　it　was　not　the　case　that　the　shoen　system　was　established　in　the
Insei　period　and　declined　or　was　dismantled　in　the　Muromachi　period．　It　was　the　establishment　of　the
Muromachi　baku血’s　shoen　policy　that　recon五gured　the　framework　of　the　shoen　system，　producing
the　new　shoryo　category　law（shoryo　kubunho），playing　a　role　both　in　historical　and　societal　terms．
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